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報告書の概要 

 

１． ジュゴンの分布（過去・現在）状況 

 

１）過去のジュゴンの分布域について 

○文献・聞き取り調査（Ｈ13 年度～Ｈ17 年度）の結果 
南西諸島では、1800 年代後半から 1960 年代頃までは記録が多くある。特に、八重

山諸島（石垣島、西表島）では明治後期から大正初期までの捕獲の記録が多い。 
しかし、沖縄本島を除くその他の海域では、1965 年頃を境に、ほとんど捕獲情報が

なくなる。1800 年代後半から 1900 年代初頭の琉球列島での相当数の捕獲が、ジュゴ

ンの個体群の減少に大きな影響を与えた可能性がある。 
 

２）沖縄本島周辺における現在のジュゴンの分布及び行動について 

○航空機による分布の概要調査（Ｈ13 年度～Ｈ15 年度）の結果 
分布の概要についての情報を得るため、沖縄本島周辺海域を航空機からの目視で、

東海岸中部及び西海岸中北部で延べ 13 頭（重複カウント個体含む）のジュゴンを確認

した。平成 14 年度の調査では金武
き ん

湾中央部で１回（2 頭）、安部
あ ぶ

海域で１回（1 頭）の

合計延べ 3 頭のジュゴンを確認した。平成 15 年の調査では東海岸では安部海域におい

て 3 回(延べ 3 頭)、金武湾中央部において 2 回（延べ 3 頭）、西海岸では名護湾におい

て 1 回（2 頭）、古宇
こ う

利
り

島周辺海域において 2 回(延べ 2 頭)、延べ 10 頭のジュゴンを確

認した。 
また、平成 15 年 7 月に確認された延べ 6 頭のうち、発見日やジュゴンの発見位置か

ら重複個体を除いた最少個体数は 5 頭と算定された。 
他の調査結果も踏まえると、ジュゴンは沖縄本島周辺の海域で見られるが、東海岸

中北部及び西海岸北部を主として利用していると考えられる。 
 

 
○航空機による分布の重点調査（H16 年度～Ｈ17 年度）の結果

平成13年度から平成15年度の調査結果を踏まえ、東海岸金武湾中央部～天
て

仁屋崎
に や ざ き

ま

での海域及び古宇利島周辺海域の２海域を対象に航空調査を実施した。ヘリコプター

による調査では、できる限り発見個体の写真を撮影するとともに、その行動に影響を

与えない高度を保ってフォロー（追尾）して行動を把握した。 
平成 16 年度においては、金武湾で１回（2 頭）、宜野座

ぎ の ざ

沖海域で２回（延べ２頭）、

安部海域で３回（延べ 3 頭）、屋
や

我地
が じ

島東側海域で１回（２頭）のジュゴン、延べ９頭

を確認した。平成 17 年度においては、安部海域で４回（延べ４頭）、屋
や

我地
が じ

島東側海

域で２回（延べ４頭）、延べ８頭を確認した。 

ジュゴンの移動をフォローした結果、ほとんど移動を行わずゆっくりと同一海域を
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遊泳する例がある一方、約 18km 移動した例も確認され、日中行動の一端を知ること

ができた。 
沖縄本島周辺海域に生息するジュゴンが、一年を通じて同一海域にとどまるのか、

あるいは複数年にわたって同一海域にとどまるのかなどといったことについては不明

な点もあり、今後の情報の蓄積が必要である。 
 

２．海草藻場の分布とジュゴンが利用する海草藻場の状況 

１）海草藻場分布図の作成について 

○沖縄本島周辺海域における海草藻場の分布図作成と面積の推定（平成 13 年度） 
空中写真の画像解析により、沖縄本島の海草分布図を作成し、海草藻場の面積を約

2000ha と推定した。 

 

２）食跡と海草藻場利用状況の調査について 

○藻場におけるジュゴンの食跡調査（Ｈ14 年度～Ｈ16 年度）の結果 
平成 13 年度に作成した海草分布図を踏まえ、ジュゴンの餌場となる可能性がある沖

縄本島周辺及び本島に比較的近い島嶼の海草藻場について、潜水調査によりジュゴン

の食跡について調査を行った。その結果、東海岸中部（名護市嘉
か

陽
よう

、安部、辺
へ

野
の

古
こ

）、

東海岸南部（南城
なんじょう

市
し

知念志喜屋
ち ね ん し き や

）、西海岸北部（名護市屋
や

我地
が じ

島
しま

、今帰仁村
な き じ ん そ ん

古宇利島）

６海域で食跡等を確認した。特に、古宇利島周辺海域の藻場や名護市嘉陽地先の海草

藻場では、ジュゴンによる食跡が多く確認された。 
 
○食跡モニタリング調査（Ｈ16 年度～Ｈ17 年度）の結果 

平成13年度～15年度（一部16年度）までの調査で、多くの食跡が確認された古宇

利島周辺海域の海草藻場及び嘉陽地先の海草藻場について、ジュゴンがどれくらいの

頻度で利用しているのかを確認するため、平成16、17年度に食跡のモニタリング調査

を行った。 

[平成16年度] 

調査対象とした２海域の海草藻場には調査期間中は高い頻度でジュゴンが来訪し、

海草を食べていることが確認された。しかし、場所によっては、5～6日おきの調査で

は新たな食跡が確認されない場合もあったことから、ジュゴンは毎回同一藻場を利用

しているわけではなく、海域や海草藻場を変えながら利用している可能性が示唆され

た。また、ジュゴンは同一藻場内でも場所を変えて海草を食べていると判断された。 

[平成17年度] 

夏期において、ジュゴンが嘉陽地先の海草藻場を定期的に来訪していることが示唆

された。また秋期と冬期には計 100 本以上の食跡がそれぞれ確認された。このことか

ら、秋期・冬期もジュゴンが当該藻場を主な餌場として利用していることが示唆され

た。古宇利島周辺海域については、夏期・秋期には調査を行っていないが、冬期の調
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査では多くの食跡が確認され、平成 15 年度、16 年度同様ジュゴンが来訪し、海草藻

場を餌場として利用していることがわかった。ただし、新たな食跡がまったく確認さ

れなかった場合もあることから、古宇利島周辺海域以外の海草藻場をジュゴンが餌場

として利用している可能性があることが示唆された。 

 

３．ジュゴンの食性・生態等 

○食性調査（Ｈ13 年度～Ｈ15 年度）の結果 
死体等の解剖結果から、ジュゴンの食性について推定した。その結果、沖縄周辺の

海草を特段の偏り無く摂餌し、種の選択性は特に認められなかった。 

 

４．ジュゴンの遺伝的特性 

○遺伝学的調査（Ｈ13 年度～Ｈ15 年度）の結果 
外国産ジュゴンのサンプルを含め、DNA 解析により沖縄本島周辺のジュゴンと海外

のジュゴンの遺伝的な関係を調査した。その結果、沖縄の個体とフィリピン産の個体

が近縁な祖先に由来することが示唆された。 
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Ⅰ. 調査目的 

本報は、環境省が平成13年度から17年度までの5年間に実施した、沖縄本島周辺に生息するジュ

ゴン及びジュゴンの餌場である海草藻場の現状等に関する調査の概要として、作成した「ジュゴンと

藻場の広域的調査平成13～15年度結果概要」に新たな情報等を加えて作成し、取りまとめたものであ

る。 

沖縄本島周辺に生息するジュゴンについては、世界的な分布の北限といわれているが、個体数は非

常に限られているとされており、その保護の必要性が指摘されている。しかしながら、その分布、生

態、利用する海草藻場等について、総合的に調査された事例はほとんどない。こうした背景から、ジ

ュゴンの保護に資する情報を収集することを上位目標とし、以下の4つの項目を主な目的として調査

を実施した。 

１． ジュゴンの分布（過去・現在）の把握 

２． 海草藻場の分布とジュゴンが利用する海草藻場の状況の把握 

３． ジュゴンの食性・生態等に関する知見の収集 

４． ジュゴンの遺伝的特性の把握 

以下、沖縄のジュゴン及び海草藻場の現状等について、既存の他の調査結果や文献からの情報等も

併せて、5年間の調査結果の概要として記すものである。 

 

Ⅱ. 調査項目と手法 

 本調査では、4 つの主目的の下にさらにいくつかの小項目を設定し、以下の調査項目について調査

を実施した（各調査項目の詳細な調査手法については、各年度の調査結果報告書を参照）。 

 

目的 調査項目・手法 

１．ジュゴンの分布等の把握  

 過去のジュゴンの分布等の把握 ・ 文献・出土・聞き取り調査 

 現在のジュゴンの分布等の把握 ・ 航空機調査 

２．海草藻場の分布とジュゴンが利用する海草藻場の状況の把握  

 海草藻場の分布の把握 ・ 航空写真による海草藻場の判読 

 ジュゴンが利用する海草藻場及び利用状況の把握 ・ 食跡調査による分布範囲の確認 

・ 深場の海草分布の確認 

（ジュゴンの利用可能性の検討） 

・ 食跡モニタリング調査 

・ ジュゴンの２４時間行動観察調査 

・ 藻場の消長調査 

３．ジュゴンの食性・生態等に関する知見の収集 ・ 食性調査（胃内容物調査） 

・ 海草群落構造調査 

・ ジュゴンに関する文献調査 

４．ジュゴンの遺伝的特性の把握 ・ DNA 分析 
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本調査を行うに当たっては、生物学的・科学的知見を有する専門家からなる「ジュゴンと藻場の広

域的調査手法検討会」を設置し、具体的な手法等について検討した。 

「ジュゴンと藻場の広域的調査手法検討会」の検討委員は以下の6名の方にお願いした。 

相生 啓子  特定非営利活動法人国際湿地保全連合顧問  （海草類） 

井田  齊  北里大学水産学部教授    （沿岸生態系） 

内田 詮三  沖縄美ら海水族館館長   （海生哺乳類） 

粕谷 俊雄  帝京科学大学理工学部教授  （海生哺乳類） 

香村 眞徳  財団法人沖縄県環境科学センター副会長 （藻類） 

山田  格  国立科学博物館第一研究室長  （海生哺乳類） 

 

（但し、肩書きは平成17年度末現在） 
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Ⅲ. 平成13～17年度の調査結果と考察 

 

はじめに 

ジュゴンDugong dugonは海牛目、ジュゴン科に属する海洋に生息する草食性の哺乳類である。ジュ

ゴン科に属する生物としては他にステラーカイギュウHydrodamalis gigasが挙げられるが、ステラー

カイギュウは1741年にベーリング海で発見されてからわずか27年で乱獲の末、絶滅した。海牛目に

は、他にマナティー科１属3種

（アフリカマナティ Tichechus 
senegalensis、アマゾンマナテ

ィT. inunguis、アメリカマナテ

ィT. manatus）が現存するが、

マナティーは主に大西洋沿岸を

生息域とする生物であり、ジュ

ゴンと生息域（太平洋、インド

洋）を異にしている。 

ジュゴンの分布は広く、アフ

リカ東海岸から中央太平洋のバヌアツまでの北緯30度から南緯30度の範囲の浅海域を中心に生息し

（図1）、沖縄近海に生息するジュゴンはその分布の北限とされている。現在、世界的な生息数は約10

万頭と推定されており、そのうち、オーストラリアに8万5千頭が生息している（Marsh et al.,1999）。

オーストラリア沿岸では、ジュゴンは比較的安定した生息数を保っているものの、アジア、アフリカ、

ミクロネシア等の海域に生息するジュゴンはいずれも危機的状況にある。 

図1 世界のジュゴンの分布 

そのため、ワシントン条約（絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に関する条約）におい

て、ジュゴンは付属書Ｉに掲載されている。自然保護連合(IUCN)のレッドデータブック(2004年度版)

では危惧種(VU)に区分されている。さらに、国連環境計画（UNEP）の報告書では、平成14（2002）年

2月にジュゴンの生息と保全管理の状況が各国別に取りまとめられている。 

日本国内では、ジュゴンは日本水産資源保護協会(1998)の「日本の希少な野生水生生物に関するデ

ータブック（水産庁編）」により絶滅危惧種とされている。現在の法的規制としては、昭和47（1972）

年に文化財保護法に基づき、国の天然記念物として指定されたほか、水産資源保護法により、平成 5

（1993）年以降、北緯30度から南緯30度の海域において採捕が禁止されている。さらに、平成15（2003）

年4月から、鳥獣保護法に基づき、ジュゴンについても他の鳥獣と同様に捕獲及び殺傷が原則禁止と

されている。 
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２． ジュゴンの分布（過去・現在）状況 

 

１）日本における過去のジュゴンの分布域について 

 

我が国のジュゴンについては、奄美諸島の周辺海域では昭和35（1960）年以降は記録がなく、沖縄

本島沿岸域が分布の北限と考えられている（内田,1998）。しかしながら、ジュゴンはかつては沖縄本

島を中心に、沖縄諸島、八重山諸島、奄美諸島等に分布していたと考えられている。ジュゴンの過去

の分布をより詳細に把握するため、過去の文献、遺跡、出土資料等についての調査を行った。また近

年のジュゴンの分布については、ヒアリングによる調査を行った。 

ジュゴンの骨や歯は縄文時代以降の沖縄県の多くの貝塚、遺跡等から出土しており(鹿野,1946)、か

つてジュゴンは食料として、また骨製品の素材としても使用されていた。遺跡などから出土したジ

ュゴンは奄美諸島域で 4 例、沖縄諸島域で 62 例、宮古諸島域で 5 例、八重山諸島域で 3 例の記

録がある（環境省,2002）。また、愛知県渥美郡渥美町保美貝塚（大山,1944；酒詰,1961）、佐賀県

唐津市菜畑遺跡（渡辺,1982）でも出土していることから、古くからジュゴンが南西諸島に生息し

ており、黒潮暖流に乗り、九州や四国、本州にも漂流や迷行した可能性がある
∗1

                                                 

。 

また、琉球王朝時代（1453～1879年）には、ジュゴンの肉は新城島（八重山諸島）で御用物と

して賦課させられており、八重山諸島近海にジュゴンが広く分布していたことが伺える（図 3）。

また、江戸時代には屋久島(三國名勝図会 巻五)でも捕獲した記録がある。 

近代に入ってからのジュゴンの分布については、捕獲情報等の文献及び漁業者等からのヒアリ

ングにより調査した。南西諸島では、1800 年代後半から 1960 年代頃までは、目撃、刺し網での

捕獲及び死体の漂着の記録が多くある。特に、八重山諸島（石垣島、西表島）では明治後期から

大正初期までの捕獲の記録が多い。農商務省水産局（1989）の「水産調査予察報告第一巻第一冊」、

著者不明(1893)の「宮古郡八重山郡漁業調査書」及び沖縄県の「沖縄県統計書」によれば、1800年代

後半～1900年代初頭に南西諸島では合計200頭前後のジュゴンが捕獲された（図2）。沖縄本島を除

くその他の海域では、1965年頃を境に、ほとんど捕獲情報がなくなる。これは、宇仁（2003）も

指摘しているように、この時期のジュゴンの捕獲が南西諸島のジュゴンの個体群の減少に大きな影響

を与えたためだと考えられる。 

このように、これまではジュゴンの目撃･捕獲情報は1965年頃を境としてほぼ沖縄本島周辺に限定

されるようになったと考えられてきた（内田,1994）。ただし、本調査による広範囲な聞き取り調査の

結果では、1965年以降も、沖縄本島以外（西表島や久米島など）で、ジュゴンの少数の目撃証言また

は死体漂着の情報が確認された（環境省, 2004b）。さらに、2002年 10月～2003年 4月にかけて、奄

美大島の笠利湾でジュゴンの目撃情報がある（小倉ら,2005）。これらのジュゴンの可能性がある動物

が定住しているものなのか、移動や迷行したためのものなのかは不明である。 

 
∗1
宮崎県の縣油津付近でも捕獲した記録（江崎,1935）が残っている。平成14年10月にジュゴンが熊本県牛深市の定置網に混獲され、その

後放流されたが、その後死体で漂着した例も同様の迷行事例と考えられる。 
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我が国のジュゴンについては、追跡調査を行った事例がないことから、季節移動や移動距離に関し

ては判断できる材料はない。オーストラリアでは長距離移動の例として、ジュゴンが 5 日間で 600km

の移動を行った例があり（Preen,1995c）、またジュゴンが直線距離で140km離れた2地点を6週間の

間に3回行き来した事例が報告されている(Marsh and Rathbun,1996)。また、オーストラリアのモー

トン湾やシャークベイでは、ジュゴンは季節移動を行うことが報告されている(Preen,1993)。 

今後の課題としては、八重山諸島や奄美諸島など近年にジュゴンがほとんど見られなくなった地域

において、個体群回復の制限となっている要因及び沖縄本島周辺での回遊（移動）生態を検討する必

要がある。 

各郡における捕獲数の推移
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図2 国頭郡、中頭郡、島尻郡、宮古郡、八重山郡におけるジュゴンの捕獲数(1889-1916 年) 

（80～120斤を１頭と仮定して、沖縄県統計書のデータからジュゴンの推定捕獲個体数を求めた。） 
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図3  南西諸島における過去(1800年代後半～1965)のジュゴン分布 

 

 



２）沖縄本島周辺における現在のジュゴンの分布及び行動について 

 
沖縄本島周辺のジュゴンの分布に関して近年に行われた主要な科学的調査としては、ジュゴン研究

会（粕谷ら,1999；2000）及び防衛施設庁（2001）によるものが挙げられる。ジュゴン研究会の調査で

は、1998年 4月に小型セスナ機による航空調査を実施し、沖縄本島東海岸の天仁屋～金武湾海域及び

安波～伊部海域の2海域において合計10回ジュゴンを確認している（粕谷ら,1999）。また、防衛施設

庁が平成 12（2000）年 10～12 月に沖縄本島周辺海域において行った「ジュゴンの生息状況に係る予

備的調査」では、小型セスナ機によって沖縄本島全域の航空調査を１回行い、計3回ジュゴンを確認

しており、また同時期にヘリコプターによって本島中部域を 1 回調査し、2 回（計 3 頭）ジュゴンを

確認している。これらの調査はジュゴンの分布を知る上で重要な調査ではあるが、粕谷ら(1999)の調

査は、かねてから目撃情報の多かった2海域についての調査である。従って、沖縄本島全体の分布傾

向を必ずしも示しているわけではない。 

環境省が実施した本調査のうち、平成 13 年～15 年度の調査では、沖縄本島全域におけるジュゴン

の地理的分布の傾向を把握することを目的に沖縄本島全域を対象として
∗2

                                                 

小型セスナ機（6 人乗り）

を使った航空調査を5回行った。その結果、平成14年度の調査では金武湾中央部で2頭、安部海域で

1頭の合計3頭のジュゴンを確認した。平成15年の調査では東海岸では嘉陽、安部海域において3回

(3頭)、金武湾中央部において2回（計3頭）、西海岸では名護湾において1回（2頭）、屋我地島東に

おいて2回(2頭)、述べ10頭のジュゴンを確認した（表1、図4）。平成14、15年度の調査結果から、

沖縄島全海域を対象とした計4回の調査のうち、3回（4頭）の調査で名護市東海岸の嘉陽・安部海域

において確認されており、また同様に、4回の調査中3回（5頭）の調査で沖縄本島中部東海岸の金武

湾内において確認された。防衛施設庁の調査においても、確認されたジュゴン6頭中3頭が嘉陽・安

部海域で、2 頭が金武湾北部の宜野座沖で確認されており、東海岸において発見頻度の高い海域は本

調査と同様であった。また、平成 15 年度の調査では平成 15（2003）年 7月に確認された延べ 6頭の

うち、発見日やジュゴンの発見位置から重複個体を除いた最少個体数は5頭と算定された。 

これら 3年間の調査結果を受けて、平成 16 年、17 年度については、過去にジュゴンの確認や食跡

の確認が多かった2海域（東海岸金武湾中央部～天仁屋崎までの海域および屋我地島東側海域）を対

象にセスナ及びヘリコプターによる航空調査を行った。またヘリコプターによる調査ではできる限り

個体識別が可能なように発見個体の写真を撮影するとともに、その行動に影響を与えない高度を保っ

てフォロー（追尾）し行動を把握した。 

まとめとして図4に平成13年度～17年度に行ったすべての航空調査の結果、2の2）の項で詳述す

る海草藻場での食跡調査の結果、ジュゴン研究会による目視調査結果（粕谷ら,1999）、防衛施設庁に

よる調査結果（防衛施設庁,2001）及び一般情報（ジュゴンネットワーク沖縄によりとりまとめられて

 
∗2
 一部区間（嘉手納基地及び那覇空港周辺海域）については那覇空港及び米国軍嘉手納基地を発着する航空機の低空飛行ルートで、飛行許

可を得ることが困難であり、また調査実施に危険を伴うため調査を行えなかった。また、平成13年は予備調査として沖縄本島の西海岸

のみ調査した。 
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いる航空機のパイロット、漁業者、報道関係者、NGO、観光客などによる目撃情報（1997～2005年分））

を重ねて示した（図4）。 

東海岸中北部については、過去にジュゴンの目撃情報などが多くあったことから、他の海域に比べ

て報道関連の飛行や、ヘリコプター遊覧が多い傾向がある。そのため、本海域は他の海域と調査努力 

 

表1 環境省の調査におけるジュゴンの確認状況 

年度 - No. 日時 発見時間 場所 頭数 状況など備考 

14-1,2 2002.9.19 10:39 金武湾中央部 2 成獣 ある程度離れて遊泳 

14-3 2003.1.31 15:09 安部崎リーフ付近 1 成獣 ウミガメと遊泳 

15-1 2003.7.2 10:39 安部オール島南東 1 成獣  

15-2,3 2003.7.2 15:34 恩納村瀬良垣ビーチ 2 成獣 数m離れて同方向に遊泳 

15-4 2003.7.3 8:20 屋我地島東 1 成獣  

15-5 2003.7.3 10:11 屋我地島東 1 成獣  

15-6 2003.7.5 9:52 金武湾中央部 1 成獣 ウミガメと遊泳 

15-7 * 2003.11.7 14:59 安部オール島東北東 1 成獣 個体識別（左尾びれに切れ込み） 

15-8,9 2003.11.8 15:39 金武湾中央部 2 成獣  

15-10 2003.11.12 14:29 嘉陽沖合い 1 成獣 

16-1,2 * 2004.12.16 8:47 金武湾口～松田沖合 2 成獣 離れて遊泳 

16-3 * 2004.12.23 12:24 安部オール島 嘉陽 1 個体識別（左尾びれに切れ込み） 

16-4 * 2005.1.21 13:04 安部オール島南 1 個体識別（左尾びれに切れ込み） 

16-5 * 2005.1.28 9:10 安部オール島沖合い 1 個体識別（左尾びれに切れ込み） 

16-6 * 2005.1.28 11:09 宜野座沖 1 成獣 

16-7,8 * 2005.2.25 13:13 
古宇利東側海域の仲

尾干瀬西側 
2 

成獣・幼獣と推定されるペアが 

寄り添って遊泳 

16-9 * 2005.3.7 14:29 宜野座～辺野古沖 1 成獣 

17-1 * 2005.7.12 11:10 安部オール島北東 1 個体識別（左尾びれに切れ込み） 

17-2,3 * 2005.7.12 13:53 
古宇利海域 

仲尾瀬北方沖合 
2 

成獣・幼獣と推定されるペアが 

寄り添って遊泳 

17-4 * 2005.11.30 13:20 嘉陽沖 1 成獣 

17-5 2006.3.15 9:21 安部オール島周辺 1 個体識別（左尾びれに切れ込み） 

17-6 2006.3.15 12:52 安部オール島周辺 1 個体識別（左尾びれに切れ込み） 

17-7,8 2006.3.15 13:28 
古宇利海域 

仲尾瀬北方沖合 
2 

成獣・幼獣と推定されるペアが 

寄り添って遊泳 

* ヘリによる個体識別調査及びフォロー調査を行ったもの 
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量（目視努力量）が異なるため、結果の扱いには注意が必要である。しかしながら、これらの努力量

の多さを差し引いても、海草藻場での食跡調査結果でも本海域からジュゴンの食跡が多く発見されて

おり、嘉陽沖から金武湾に至る沖縄本島の東海岸はジュゴンによく利用されている海域と言える。 

一方、本調査及び防衛施設庁の調査では、西海岸北部（名護湾海域、屋我地・古宇利島海域）でも

ジュゴンの分布が確認された（本調査で計6回、延べ10頭）。また、当該海域においては、古宇利島

南東部の海草藻場でジュゴンの多数の食跡が発見され(詳細後述)ており、また古宇利島の小型定置網

ではジュゴン（1 頭）が混獲されている（1996 年 1 月）。さらに、1970 年代から西海岸北部でのジュ

ゴンの目撃例等があり、近年も漁業者などからの一般目撃情報として、古宇利大橋付近でジュゴン(１

頭)が漁船から確認されている（2003年 7月・9月）ことから、西海岸北部、その中でも特に古宇利島、

屋我地島、大宜味村に囲まれた湾内も、ジュゴンによく利用されている海域であると考えられる。 

一方、発見情報の多い海域以外でも、1999 年から 2000 年の冬には、国頭郡瀬底島付近の海草藻場

で複数回ジュゴンが確認され（ジュゴンネットワーク沖縄,2000）、さらに2004年 4月には読谷町比謝

川沖の定置網に入ったジュゴンが放流され（沖縄タイムズ、琉球新報）、同じく2004年 4月に屋嘉田

沖の無人島近辺でもジュゴンが目撃されている（小澤,私信）。  

 これらジュゴンの分布情報を総合的に考え併せると、ジュゴンは沖縄本島周辺の広い海域で見られ

るが、東海岸の中北部と西海岸の北部を主として利用していると考えられ、保護対策の検討に当たっ

ては、このことに充分配慮する必要がある。 

平成16、17年度に実施したヘリコプターによるジュゴンのフォロー調査の結果を表2（ヘリコプタ

ーによるフォロー調査ができなかった個体を含む）に、また15分ごとの移動経路を図5に示す。フォ

ロー調査個体によっては、ほとんど移動を行わずゆっくりと同一海域を遊泳するジュゴンもあったが、

平成16年度調査で確認されたNo.16-1（2005年 1月）のジュゴンとNo.16-9(2005年 3月)のジュゴン

はそれぞれ約12kmと 18km移動した例が確認でき、日中移動の一端を知ることができた。特に、No.16-1

はその他のジュゴンがおよそ1.5km/hから2.5km/h程度の速度でゆっくりと遊泳しているのに対し、

3.9km/hと明らかに方向性を持って移動していると考えられる行動を示した (図5)。沖縄のジュゴン

は昼間はリーフの縁の外側の深いところにとどまると推定され、その外側の限界は水深80ｍ程度であ

るとされていた（粕谷ら,1999）。本調査でジュゴンの移動を最大7時間にわたって航空機によりフォ

ローした結果はその推測と整合性があった。 

本調査において個体識別ができたのは尾鰭左側の一部に切れ込みがあり、平成 15 年度の調査

（2003.11.7）で最初に確認された個体のみで、平成16、17年度の調査でも6回確認された。また2004

年 3月9日にも大浦湾～安部オール島周辺で日本テレビ那覇支局により撮影されている。これまでの

延べ8回の確認のすべてが安部オール島を中心とした大浦湾～嘉陽海域における確認であり、本個体

が大浦湾～嘉陽海域を主に利用していることが示唆された。 

また、体表の傷などがないため、明確に個体識別ができたわけではないが、発見時の状況から考え

ると同じ個体と考えられる体の大きさの異なるペアのジュゴンについては、古宇利海域～仲尾瀬北方

沖合の海域で平成16年度と平成17年度の調査を併せて計3回確認されたことも今後のジュゴンの生
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態等を探る上で重要なデータになると考えられる。 

個体識別が可能な個体を含め沖縄本島周辺海域に生息するジュゴンが、一年を通じて同一海域にと

どまるのか、あるいは複数年にわたって同一海域にとどまるのかなどといったことについては不明な

点もあり、今後の情報の蓄積が必要である。 
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図 4 沖縄本島周辺海域におけるジュゴンの目視地点と食跡の分布状況（1965～2006） 

    （一般情報については主にジュゴンネットワーク沖縄より提供） 

 



表2 ヘリコプターによるジュゴンのフォロー調査の結果(平成16,17年度) 

ジュゴ

ンNo. 

追尾年月日 発見 

時刻 

海域 頭

数

成獣/

幼獣 

個体識別 フォロー

距離 

フォロー 

時間 

遊泳 

速度 

観察行動（備考） 

16-1,2 2004/12/16 8:47※ 金武湾口～松

田沖合※ 

 

2 成獣※ 不明 11,835m※ 3:04※ 3.9km/h※ 金武湾から松田ま

で比較的長く移動 

16-3 2004/12/23 12:24 安部オール島

～嘉陽沖合 

1 成獣 左尾鰭a 8,532m 3:34 2.4km/h ほぼ停止した状態

で深く潜水する行

動が見られる 

 

16-4 2005/1/21 13:04 安部オール島

南側の狭い水

域 

 

1 成獣 左尾鰭a 2,602m 1:37 1.7km/h 狭い範囲をうろうろ

と遊泳 

16-5 2005/1/28 9:10 安部オール島

沖合海域 

 

1 成獣 左尾鰭a 3,234m 2:04 1.6km/h 比較的浅い潜水で

ゆっくりと遊泳 

16-6 2005/1/28 11:09 宜野座沖海域 1 成獣 不明 3,868m 1:41 2.6km/h 中型タンカーを避

け、ゆっくりと遊泳 

16-7,8 2005/2/25 13:13 古宇利東側海

域の仲尾干瀬

西側 

 

2 成獣・

幼獣 

不明 5,271m 2:55 1.9km/h 体長の違うペアが

寄り添うように遊泳 

16-9 2005/3/7 10:07 宜野座沖～辺

野古沖 

1 成獣 不明 18,436m 7:11 2.6km/h 辺野古沖をゆっくり

と北上し、長島・平

島辺りでUターンし

て南下。 

17-1 2005/7/12 11:10 安部オール島

北東 

 

1 成獣 左尾鰭a 2,786m 2:02 1.4km/h ゆっくりと遊泳。ウミ

ガメに抱きつく 

17-2,3 2005/7/12 13:53 古宇利海域仲

尾瀬北方沖合 

 

2 成獣・

幼獣 

不明 360m 0:15 1.4km/h 寄り添うようにゆっく

り遊泳 

17-4 2005/11/30 13:20 嘉陽沖 

 

1 成獣？ 不明 - - - （写真なし） 

17-5 2006/3/15 9:21 安部オール島

周辺 

 

1 成獣 左尾鰭a - - - ゆっくりと遊泳 

17-6 2006/3/15 12:52 安部オール島

周辺 

 

1 成獣 左尾鰭a - - - 午前に確認したも

のを再確認 

17-7,8 2006/3/15 13:38 古宇利海域仲

尾瀬北方沖合 

2 成獣・

幼獣 

不明 - - - 寄り添うようにゆっく

り遊泳 

a：左尾鰭に切れ込みがある個体 

 ※フォロー調査はNo.1の個体のみ。 

－ フォロー調査なし
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●ジュゴン16-6(平成17年1月28日2回目) 
●ジュゴン16-7,8(平成17年2月25日) 
●ジュゴン16-9(平成17年3月7日) 
＜平成17年度＞ 

●ジュゴン17-1,2,3 (平成17年7月12日) 

●ジュゴン17-4 (平成17年11月30日) 
●ジュゴン17-5～8 (平成18年3月15日) 

●ジュゴン16-5(平成17年1月28日1回目) 
●ジュゴン16-4(平成17年1月21日) 

＜平成16年度＞ 

●ジュゴン16-1(平成16年12月16日) 

●ジュゴン16-3(平成16年12月23日) 

  図 5 平成16年度及び平成17年度にヘリコプターによりフォローしたジュゴンの行動 

     （15分毎の位置をプロットしたもの。ジュゴンのNo.は表2を参照） 
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３． 海草藻場の分布とジュゴンが利用する海草藻場の状況 

 

 沖縄本島は亜熱帯域に属し、その沿岸域には海草藻場
*3
が発達している。ジュゴンはこれらの海草

のみを常食している大型哺乳類である。ジュゴンが海草以外の海藻等を摂餌する報告は、海草藻場が

広範囲に消失
∗4
したり、何らかの原因によって、ジュゴンが十分な量の海草を摂餌できない場合の特

異的な例である (Spain and Heinsohn,1973)。また、ジュゴンはたとえ海藻を摂餌しても、それらを

消化することができないと考えられている（明田,2003b）。これは平成 14（2002）年に熊本県牛深市

で定置網に混入し、放流されたものの、その後死体漂着したジュゴンの例でも示されている（環境

省,2002）。こうしたことから、海草はジュゴンの生存のために必要不可欠であり、海草藻場の保全は

ジュゴン保護の観点から極めて重要である。 

南西諸島における海草藻場の分布については、当真(1999)が沖縄本島及び八重山諸島の数島につい

て報告しており、また、環境省が第4回自然環境保全基礎調査（環境庁,1997）によって、沖縄本島及

び周辺諸島の海草藻場の分布を取りまとめている。ジュゴン研究会（粕谷ら,1999）は、沖縄本島中部

の金武湾南部に位置する海中道路西側・松田東岸・久志・辺野古漁港～辺野古岬・嘉陽海岸の南半分、

本島北部の伊部地先等の、過去にジュゴンの目撃例があった海域の海草藻場においてジュゴンの食跡

調査を行い、その数カ所で食跡を確認している。また、防衛施設庁(2001)は、沖縄本島沿岸の主要な

海草藻場数カ所の調査を行った結果、西海岸1カ所（沖縄県名護市西海岸の屋我地島東側、済井出）

及び東海岸1カ所（沖縄県名護市東海岸の辺野古海域4地点）で食跡を確認している。しかしながら、

両調査とも局所的な調査にとどまっており、沖縄本島周辺の海草藻場の系統的・網羅的調査ではない。

本調査以前に、沖縄本島沿岸において海草藻場の詳細な分布状況やジュゴンが利用している海草藻場

に関して、全域にわたって調査された例はほとんどない。 

本調査では、沖縄本島周辺海域における海草藻場の分布状況を把握し、ジュゴンが利用している海

草藻場を確認し、沖縄本島周辺海域のジュゴン個体群の保全に資することを目的として、海草藻場分

布図を作成するとともに、海草藻場分布図を基に食跡調査及び深場
∗5
の海草藻場調査を行った。 

 

１）海草藻場分布図の作成について 

沖縄本島周辺では既知種として3科7属10種
∗6
の海草の分布が確認されている（当真,1999）。海草

藻場の分布を確認するため、2002年 2月に航空機
∗7
より、新たに沖縄本島沿岸域の航空写真を撮り

∗8

                                                 

、

デジタルモザイク図（画像の正規化手段としての簡易オルソ化）を作成した。ただし、既存の航空写

真（1993年撮影）がある海域は、それらを利用した。その後、潜水による現地調査を行った地点情報

 
*3 海草はワカメなどの海藻類とは異なり、海中に生育する海産種子植物である。 
∗4 オーストラリアで1971年に生じたハリケーンによる大規模な藻場の消失などの例がある。 
∗5 本調査では概ね水深15m以深を深場と定義した。 
∗6 近年、新種あるいはウミヒルモ属の一つと考えられる種が新たに確認されている。 
∗7 人工衛星を使用した手法では、解像度、撮影時期の指定に問題があることから、航空機写真による判読を採用した。 
∗8 新たに撮影した航空写真は全体の46%で、残りは沖縄県所蔵の航空写真（OKT-93-1）を使用した。 
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をGIS上で整理したあと、RGB（R:赤、G:緑、B:青の三原色）256 階調の解析により、海草藻場、アオ

サ場、ガラモ場、小型藻類藻場ごとの分布特性を把握した。階調値の平均濃度値は、海草でR:127、G:154、

B:141、アオサ場でR:109、G:133、B:117、ガラモ場でR:80,G:101,B:116、また、小型藻類藻場でR:111、

G:145、B:143であった。RED濃度を基準として、これらの平均濃度値をGREEN及びBLUEの濃度値の差を

全海域に当てはめ、沖縄本島での藻場の分布を解析・判読した。また、RGB256階調の解析値にて分類

が困難であった海域などについては、底質や画像上の濃度の凹凸（計測距離と濃度値の関係）等によ

る補正を行って藻場タイプの判別を実施した。 

航空写真の判読にあたっては、マツバウミジグサやウミヒルモなどの群落で被度が比較的低い場所

では、現地調査時には海草は確認できたものの、画像解析時には砂地として分類され、判別が困難な

箇所があった。また、サンゴ礁の外縁から水深が急に深くなっていく場所では色調が暗転するため海

草が生育していると判読された箇所があった。これらの箇所においては随時修正を加えたり、判読不

能として処理を行った。また、沿岸部の約半分については、沖縄県所蔵の海岸線が撮影されている航

空写真（1993年）を使用しており、本調査による撮影分（2002年）とは時間差があるため海草藻場の

消失または増加などが場所によっては生じている可能性がある。また、写真の色調の微妙な違いや天

候、光による反射等の理由から、海草藻場が過大に抽出されている可能性が指摘され、諸修正を試み

たがRGB色調特性からの判読のみでは精度の向上は難しかった。このような処理による航空写真の判

読の結果、過大評価としながらも、1995haを伊江島を含めた沖縄本島沿岸の海草藻場として判別して

地図化した（図6、表3）。この海草藻場は、リーフとの関係からさらに表3のように区分された。こ

の海草藻場分布図を食跡調査を行うための基礎資料とした。 

 

表3 沖縄本島周辺の浅場の海草藻場の区分 

藻場の面積

(ha) 

水路と藻場の状態 備考 

1,995.0 ピクセル（1m×1m）から判別した藻場の総面積  

1137.3  リーフ内に形成される海草藻場  

679.0 ① ジュゴンが自然の水路を通って藻場に到達で

きるリーフの切れ目（港湾施設や工事現場など

の人工物が近くにある場合でも対象とした）が

ある海草藻場 

・平成14年度調査対象海域

（187.5ha）。 

・広域な藻場については平成16年度

に追加調査（94.44ha）。 

248.1 ② 完全にリーフや浅瀬に囲まれてジュゴンの進

入が不可能と推測される海草藻場 

・平成15年度追加調査対象海域

（13.64ha）。 

・平成16年度追加調査対象海域

（4.99ha）。 

 

168.2 ③ 船舶の往来の多い人工水路（航路）のみを通ら

なければ到達できない海草藻場 

・平成16年度追加調査対象海域

（52.11ha）。 

 

857.7 ④ リーフの内側に形成されていない、外洋に開けた

海草藻場 

・平成15年度調査対象海域

（616.9ha）。 

・平成16年度追加調査対象海域

（16.26ha）。  
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図 6 航空写真から判読した沖縄本島の海草藻場分布図 
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２）食跡調査について 

 

平成 13 年度で作成した海草藻場分布図を基に、平成14年度
∗9

                                                 

はサン

ゴ礁のリーフの内側に発達した海草藻場35ヶ所を対象に、平成15年度

∗10
にはリーフに囲まれていない外洋に開けた海草藻場 33 ヶ所を対象に、

水泳又は潜水によりジュゴンが海草を食べた後に残る食跡（図 7）の潜

水調査（以後、食跡調査と言う）を行った。平成16年度は、未調査であ

った沖縄本島周辺の海草藻場に加えて、沖縄本島に近接する島嶼につい

て、海草藻場が分布する島でジュゴンの目撃情報などが過去にある島嶼

の海草藻場に絞って食跡調査を行った（表4、図8）。 

その結果、平成14年度の調査では、名護市東海岸の嘉陽地先の海草藻

場で8月に24本、同じく東海岸の辺野古地先の海草藻場で2003年 1月に1本の食跡を確認した（表

5）。さらに、辺野古地先の海中では大型動物の糞を 2003 年 1 月及び 2 月に 2 カ所で確認した。平成

15 年度の調査では、平成 14 年度と同様に嘉陽地先の海草藻場で多数の食跡を確認したほか、今帰仁

村古宇利島南東の海草藻場で 2003 年 9 月に 10 食跡群（計 139 本）、2004 年 3月に 4食跡群（計 129

本）を確認した。また古宇利島の南に位置する名護市屋我地島東の海草藻場でも2カ所（計4本）で

食跡を確認した。さらに、沖縄本島南東部の南城市知念志喜屋沖で2本の食跡を確認した（表5）。平

成16年度の調査では、古宇利島南部で再度食跡が確認されたが、沖縄本島近接諸島での食跡の確認は

出きなかった。これらの食跡調査による確認の他に、ラジコンヘリによる海草群落構造調査、ジュゴ

ンの24時間行動観察調査等でも食跡を確認した。これらの食跡確認地点は図4に、調査地の概要は図

9に示した。 

図7 ジュゴンの食跡例 

 ジュゴンの食跡は東海岸で多く確認され、また西海岸でも少数確認された。これは、航空機による

ジュゴンの分布調査の結果とおおむね類似した傾向であった。また、本調査において、これまで目撃

事例等が少ない沖縄本島南部の南城市知念志喜屋漁港沖の海草藻場でジュゴンの食跡が確認されたこ

とは、沖縄本島周辺のジュゴンの生態解明に重要な知見となる可能性がある。 

食跡調査等でジュゴンによる摂餌が確認された主要な海草藻場においてはジュゴンの利用状況を定

期的にモニタリングするとともに、利用が確認されなかった海域の海草藻場については
*11

、想定され

る理由について整理することが必要である。また、人為の影響や自然条件の変化等による海草藻場の

消長などの海草藻場の動態についても同時にモニタリングしていく必要がある。このため、平成 16、

17 年度はジュゴンの食跡が多く観察された古宇利島南東部の藻場及び名護市嘉陽地先の海草藻場に

おいて、ジュゴンによる海草藻場の利用状況に関するモニタリング調査を行った（詳細後述）。 

 
∗9 平成14年度の調査では、コドラート（50m×50m、20個）を設置し、その中を調査員が観察していく手法で調査した。コドラートは、ジ

ュゴンがアクセスすると考えられるリーフの切れ目（水路）付近の藻場に優先的に設置した。 
∗10 平成15年度の調査手法としては、2名の観察員をタグボートでゆっくり曳航し観察するマンタ法で調査した。 
*11 本調査においてジュゴンの利用が確認されなかったことをもって、利用する可能性がないとは言えない。 
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表4 平成14～16年度に行った沖縄本島周辺食跡調査における海草藻場の概況 

調査地 

番号.a
調査海域 調査期間 調査面積b（ha） 確認食跡数c 調査結果の概要（備考）d

14-0 
嘉陽 

(予備調査) 
2002.8.5～8 12.5 20本程度 

食跡を多数確認。モニタリング調査などにおいても確認。

NGOなども食跡を確認。 

14-1 伊部 2003.1.11,13 5 － 
調査期間中には食跡は確認されなかったが、NGOの調査で

は確認。 

14-2 天仁屋 2003.1.7～8 5 － 殆ど海草分布しない。 

14-3 安部 2002.12.4～5 5 5-10本 
食跡調査としては確認されなかったが、H15のラジコンヘ

リによるモニタリング調査で確認。 

14-4 大浦湾久志 2002.12.27,2003.1.6 5 － Si, Hu, Hp, Hoが優占する藻場。 

14-5,6,7,

8 
辺野古 

2003.1.30～2.1,2.3～

7 
20 

1本 

 

広大な海草藻場でコドラートの設置は部分的である。

NGO、防衛施設庁調査などによって食跡が過去に多数確認

（大型動物の糞を2カ所で確認）。 

14-9,10 辺野古・久志 
2003.1.24,2.27, 

1.14～15 
10 － 広大な海草藻場でコドラートの設置は部分的である。 

14-11,12 宜野座村 
2003.1.14～15,1.21～

22 
10 － シルトの海底や葉上への堆積が顕著。 

14-13,14 
ブルービーチ

西 
2003.2.13～15,17 10 － 枯死している海草が目立つ。Th が優占。 

14-15,16 中城浜漁港北 2002.12.19～21,24 10 － 被度が2～40%と全体的にまばらな藻場。 

14-17,18 中城村南浜 2003.1.28～29,2.8,10 10 － 定置網多し。Zj, Si, Hu が優占。 

14-19 喜屋武漁港南 2002.12.16～17 5 － 
シルトの海底や葉上への堆積が顕著。砂底質であるが一

部に岩盤。 

14-20 名城ビーチ 2002.12.11～12 5 － Th, Cr, Cs, Si が優占。 

14-21 名城ビーチ北 2002.12.13～14 5 － 
被度30%ほどの広いパッチの海草群落。全域でナガウニ類

が多く出現。 

14-22 潮崎町 2002.12.25～26 5 － サンゴ類が同所的に出現。 

14-23,24 
キャンプキン

ザー地先 
2003.1.16～18,25 10 － 

被度の低い海草藻場。 

南部分は海草藻場の分布がなく、アオサが分布。 

14-25 瀬名波・長浜 2002.11.29～30 5 － Th, Cr, Hp が30%以下の被度で優占。 

14-26 与久田ビーチ 2002.11.27～28 5 － Th, Hu spp, Zjが30～40%の被度で優占。 

14-27 仲泊 2002.11.13～14 5 － 岸よりにモズク網の鉄筋が埋設。 

14-28,29,

30 
茶谷 2002.11.18～22,26 15 － Th, Crが30～50%で優占。モズク網の埋設多し。 

14-31 
万座・瀬良垣ビ

ーチ間 
2002.12.2～3 5 － シルトの堆積が顕著で西側には海草なし。 

14-32 備瀬 2002.11.15～16 5 － Thが40～60%で優占。 

14-33 運天漁港 2002.12.6～7 5 － Si, Cr, Hu, Hp, Hoが優占しており被度が低い。 

14-34,35 古宇利島 2003.2.18～19,22,24 10 － Th, Hoが優占。被度が低い。 

15-1 宜野座村松田 2003.8.29～30 14.82 －  

15-2 
宜野座村漢那

ビーチ 
2003.8.1 2.26 － シルトの堆積が顕著。 

15-3 伊芸 2003.8.27～28 10.47 － 全体的に透明度が高い。 

15-4 屋嘉 2003.8.25～26 15.34 －  

15-5 石川ビーチ 2003.8.25 0.54 － シルトの堆積が顕著。 

15-6 照間 2003.10.27～28 8.39 － 海草はわずかに生育。 

15-7 海中道路北側 
2003.9.25～29, 

10.1,9,28 
69.66 － 岸側、沖側の一部では濁りにより調査不可能。 

15-8 平安座島北側 2003.9.24 0 － 海草が分布せず。 
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調査地 

番号.a
調査海域 調査期間 調査面積b（ha） 確認食跡数c 調査結果の概要（備考）d

15-9 伊計島南側 2003.9.18,22 6.57 － 北側では海草被度が高い。 

15-10 
宮城島及び 

平安座島南側 

2003.9.30, 

10.1～4 
41.69 －  

15-11 浜比嘉島 
2003.10.18～20, 

11.19～20 
29.73 － モズク養殖用鉄筋が全域に埋設。 

15-12 浮原 2003.11.8～10 17.74 － 全体的に透明度が高い。 

15-13 海中道路南側 
2003.10.5～11, 

13～18,23～24,29 
98.88 － 北西部では濁りにより調査不可能。 

15-14 藪地島 2003.9.23 4.91 －  

15-15 津堅島北側 2003.12.8～13 26.23 － 全体的に透明度が高い。 

15-16 与勝半島南側 2003.10.21～22 2.14 － 建て干し網が散在。 

15-17 泡瀬 

2003.10.23～26, 

29～31,11.1～3, 

5～7,11～18,21～25 

155.41 － 中央部では濁りにより調査不可能。 

15-18 中城村久場先 2003.9.16～17 9.63 －  

15-19 中城村屋宜 2003.8.10 0 － シルトの堆積が顕著.海草分布せず。 

15-20 

知念海洋レジ

ャーセンター

地先 

2003.12.3 0 － 海草分布せず。 

15-21 
南城市知念志

喜屋 
2003.11.26～28 12.4 2本 東側で食跡確認。 

15-22 糸満市西崎 2003.8.18 3.37 －  

15-23 与根 2003.8.19 3.41 － 北側に建て干し網設置。 

15-24 瀬底大橋周辺 2003.7.30 2.76 － シルトの堆積が顕著。 

15-25 本部町浜元 2003.7.31 7 － シルトの堆積が顕著。 

15-26 伊江島南側 2003.12.7 2.05 － Th が優占。 

15-27 伊江島東側 2003.12.6 5.24 － 
東側では海草は分布せず。 

南側では沖側に海草が分布。 

15-28 伊江島西側 2003.12.5 6.35 － 南側でのみ海草が分布。Th が優占。 

15-29 屋我地島北側 2003.8.11 1.99 － 北側古宇利大橋付近には海草は分布せず。 

15-30 
古宇利島南東

側 

2003.9.4～7, 

14～15 
9.81 139本 南西側で食跡を多数確認。 

15-31 屋我地島東側 2003.8.12～16 61.75 4本 北側で食跡確認。 

15-32 国頭村浜 2003.8.4 0.0025 － 海草分布が小規模のため、測線設置せず。 

15-33 国頭村辺土名 2003.8.2 0 － 海草分布せず。 

16-1 安田 2005.1.28,2.18 0.04 －  

16-2 辺野古・久志 2005.3.19～23 60.59 － 一部の海域でモズク網が設置。 

16-3 那覇空港周辺 
2005.2.14,22,23,25,2

7,3.8 
52.11 － Th,Hp が優占。 

16-4 屋嘉田 2005.2.10～12 33.85 － 調査範囲の水深は2m以浅。 

16-5 新里漁港西 2005.2.16 2.72 － 全体的にカイメンソウやホンダワラ類等の藻類が繁茂。

16-6 
ウッパマビー

チ 
2005.2.4 2.22 － 調査範囲の北側では海草の分布は見られず藻類が繁茂。

16-7 古宇利島南部 2005.1.27～29 16.26 10本 西側の海草藻場で食跡を確認。 

合計76海域 985.84   

a：ハイフン前の数字は調査年度を表し、ハイフン後は調査海域番号を表す。位置は図 8 を、詳細は図 9 を参照。b:調
査面積は観察面積を示す（藻場面積ではない）。c：－は食跡なし。d：調査結果の概要（備考）欄の種の名称は Th：ﾘｭ
ｳｷｭｳｽｶﾞﾓ、Cr：ﾍﾞﾆｱﾏﾓ、Cs:ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ、Hu：ｳﾐｼﾞｸﾞｻ、Hp：ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ、Si：ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ、Ho：ｳﾐﾋﾙﾓをあらわす。 
※この表には島嶼周辺における食跡調査は含まれない。 
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海草藻場 
平成 14 年度調査地 
平成 15 年度調査地 
平成 16 年度調査地 

図8  平成14年度～平成16年度の沖縄本島及び近接島嶼（久米島、渡名喜島）の食跡調査地点 

図中番号中、ハイフンの前にある14～16は調査年度を表す。ハイフン以下の数字は、調査海域番号を表す。 

(赤字は平成14年度調査地、黒字は平成15年度調査地、青字は平成16年度調査地。近接島嶼はいずれも16年度調査地)

久米島 

渡名喜島 

 

 20



表5 沖縄本島周辺におけるジュゴンの食跡確認海域

日時  食跡が確認された海草藻場 食跡本数 調査項目 

平成14年度    

2002/8/5 嘉陽地先 24 食跡調査の手法検討予備調査 

2003/2/3 辺野古海草藻場中央部 1 食跡調査 

平成15年度    

2003/8/13 屋我地島東の済井出南東側 3 食跡調査 

2003/8/14 屋我地島東の済井出東側 1 食跡調査 

2003/9/4 古宇利島南東部 113 食跡調査 

2003/9/5 古宇利島南東部場 21 食跡調査 

2003/9/14 古宇利島南東部 5 食跡調査 

2003/9/30 嘉陽地先 4 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/10/1 嘉陽地先 20 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/10/3 嘉陽地先 2 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/10/5 嘉陽地先 15 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/10/6 嘉陽地先 11 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/10/10 嘉陽地先 3 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/10/12 嘉陽地先 5 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/10/13 嘉陽地先 6 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/11/13～20 嘉陽地先 50以上 ｼﾞｭｺﾞﾝの24時間行動観察調査 

2003/11/20 安部地先岸約50m  5～10 ラジコンヘリによるモニタリング調査 

2003/11/27 南城市知念志喜屋漁港 2 食跡調査 

2004/3/21 古宇利島南東部 129 食跡追加モニタリング調査 

平成16年度    

2005/12/28～1/12 嘉陽地先東側 38 定期モニタリング調査 

2005/1/13～2/15 嘉陽地先西側 334 定期モニタリング調査 

2005/1/27～3/7 古宇利島南部 21 定期モニタリング調査 

2005/1/27 古宇利島南部 10 食跡調査 

平成17年度    

2005/7/5～8/9 嘉陽地先東側海草藻場 63 定期モニタリング調査 

2006/11/28～29 嘉陽地先西側海草藻場 264 定期モニタリング調査 

2005/2/21～23 嘉陽地先西側海草藻場 約150 定期モニタリング調査 

   〃 古宇利島南部海草藻場 約80 定期モニタリング調査 

2006/3/23～24 古宇利島南部の海草藻場 10 定期モニタリング調査 
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ジ

ュ
ゴ

ン
の

目
撃

情
報

も
あ

る
。

H
16

調
査

対
象

海
草

藻
場

1
4
-1

：伊
部

ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

、
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

9
7
.8

、
98

.8
に

れ
て

い
る

が
、

食
跡

の
確

認
数

ヶ
月

に
わ

た
の

目
撃

情
報

あ

ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

。
ｰ

ｸ
沖

縄
に

よ
っ

て
、

食
跡

が
多

数
確

認
さ

環
境

省
の

調
査

で
は

は
な

し
。

98
年

夏
、

る
連

続
的

な
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

り
。

１
5
-3

3:
国

頭
村

辺
戸

名
(上

）
海

草
分

布
せ

ず
。

1
5
-3

2：
国

頭
村

浜
（下

）
50

㎡
ほ

ど
の

狭
い

範
囲

に
わ

ず
か

に
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
生

育
。

1
6
-6

：ウ
ッ

パ
マ

ビ
ー

チ
ﾘｰ

ﾌ
の

切
れ

目
は

あ
る

が
、

水
深

は
か

な
り

浅
い

。
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

、
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
。

1
6
-5

：新
里

漁
港

西
水

深
が

浅
い

、
人

工
航

路
が

あ
る

藻
場

。
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

、
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
。

14
-
32

 備
瀬

被
度

40
～

60
%の

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
藻

場
あ

り
。

1
5
-2

5：
本

部
町

浜
元

藻
場

分
布

図
が

示
す

範
囲

よ
り

岸
側

に
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
藻

場
あ

り
。

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
顕

著
。

1
5
-2

4 
瀬

底
大

橋
周

辺
瀬

底
大

橋
周

辺
で

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
顕

著
。

主
に

ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
し

て
い

る
。

（0
0
.6

に
ﾍ

ﾘｺ
ﾌ
ﾟﾀ

ｰ
及

び
潜

水
に

て
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

が
確

認
さ

れ
て

い
る

（瀬
底

大
橋

の
南

で
2回

、
瀬

底
島

の
南

端
で

1
回

）。

1
5
-2

9：
屋

我
地

島
北

側
1
5-

31
：屋

我
地

島
東

側
屋

我
地

島
北

側
藻

場
で

は
藻

場
分

布
は

北
よ

り
に

限
ら

れ
、

ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
の

単
一

群
落

が
存

在
。

東
側

藻
場

で
は

ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
優

占
し

、
そ

の
中

で
ﾎ
ﾞ

ｳ
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

す
る

藻
場

で
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
食

跡
が

2カ
所

、
計

4本
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

防
衛

施
設

庁
が

00
.1

1に
行

っ
た

食
跡

調
査

で
も

１
本

の
食

跡
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

1
4-

34
,1

4-
35

：古
宇

利
島

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

、
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
し

て
お

り
、

被
度

が
低

い
藻

場
。

調
査

後
、

古
宇

利
大

橋
建

設
に

伴
い

大
幅

に
海

草
藻

場
が

消
失

1
5-

3
0：

古
宇

利
島

南
東

、
1
6-

7：
古

宇
利

島
南

部
、

及
び

H
16

,1
7年

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査 ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

属
優

占
の

被
度

4
5%

程
度

の
藻

場
。

古
宇

利
大

橋
下

の
藻

場
は

工
事

終
了

後
の

平
成

1
6年

度
に

調
査

。
0
3.

9に
南

側
の

9h
aほ

ど
の

藻
場

に
、

計
1
39

本
0
4.

3の
追

加
調

査
で

計
1
29

本
、

平
成

16
年

度
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
で

計
21

本
の

食
跡

を
確

認
。

継
続

的
に

当
該

藻
場

を
ジ

ュ
ゴ

ン
が

利
用

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
（
古

宇
利

大
橋

付
近

の
船

舶
上

よ
り

、
数

度
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
目

撃
例

あ
り

。
）

H
14

調

H
15

調
食

跡
確

認
地

点
（環

境
省

)
査

対
象

海
草

藻
場

査
対

象
海

草
藻

場
食

跡
確

認
地

点
（環

境
省

外
)

糞
確

認
地

点
（
環

境
省

)

ジ
ュ

ゴ
調

査
又

は
、

ン
進

入
不

可
と

し
て

対
象

外
と

し
た

藻
場

制
限

区
域

で
調

査
不

可

調
査

の
し

て
い

な結
果

海
草

が
分

布
い

と
判

明
し

た
場

所
色

（
青

）つ
き

の
説

明
枠

は
過

去
に

食
跡

、
糞

が
確

認
さ

れ
た

地
点

平
良

湾
川

田
、

慶
佐

次
：

ﾘｰ
ﾌ
の

切
れ

目
が

無
く

、
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
進

入
不

可
と

し
て

、
調

査
対

象
外

と
し

た
。

1
4-

33
運

天
漁

港
ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

・
ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・
ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐ

ｼ
ﾞｸ

ﾞｻ
・ｳ

ﾐﾋ
ﾙ

ﾓ
が

優
占

し
て

お
り

、
被

度
が

低
い

藻
場

。

1
6
-1

：安
田

か
つ

て
は

安
田

リ
ー

フ
内

に
も

が
っ

て
い

た
が

、

ヶ
島

南
付

近
の

海
草

藻
場

が
広

本
調

査
時

に
は

海
草

は
沿

岸
付

近
の

み
に

小
面

積
の

ウ
ミ
ヒ

ル
モ

群
落

が
分

布
す

る
の

み
。

98
年

に
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

研
究

会
の

航
空

機
調

査
で

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

が
目

撃
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
他

一
般

か
ら

の
ジ

ュ
ゴ

ン
の

目
撃

情
報

も
あ

る
。

H
16

調
査

対
象

海
草

藻
場

図
9 

海
草
藻
場
の
調
査
の
概
要
(1
/4
) 

 

数
字
は
（
調
査
年
度
-調

査
海
域
番
号
）
を
表
す
。
一
覧
は
表

4
を
参
照
。
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14
-
0(

予
備

調
査

）及
び

15
、

1
6,

17
年

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
：嘉

陽
食

跡
予

備
調

査
地

で
多

数
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
食

跡
が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

、
平

成
15

年
各

種
調

査
で

も
食

跡
が

確
認

さ
れ

た
。

航
空

機
調

査
で

も
多

数
の

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

を
目

視
確

認
し

て
い

る
。

当
該

海
域

周
辺

で
は

個
体

識
別

さ
れ

た
ジ

ュ
ゴ

ン
（左

尾
鰭

に
切

れ
込

み
あ

り
）が

確
認

さ
れ

、
20

03
～

2
00

6年
ま

で
連

続
し

て
観

察
さ

れ
て

い
る

。

1
4-

1
3,

14
-1

4：
ブ

ル
ー

ビ
ー

チ
西

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
被

度
20

～
40

%の
藻

場
。

枯
死

し
て

い
る

海
草

も
目

立
つ

。

15
-
1：

宜
野

座
村

松
田

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾎ
ﾞｳ

藻
場

。
全

般
的

に
ｼ

ﾙ

 23

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

が
優

占
す

る
ﾄの

堆
積

が
顕

著
。

食
跡

の
確

認
は

な
し

。

14
-5

,6
,7

,8
,9

,1
0,

 1
6-

2：
辺

野
古

、
九

志
全

体
的

に
は

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

や
ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

。
広

い
面

積
の

藻
場

で
あ

る
。

00
.1

2に
防

衛
施

設
庁

が
3カ

所
で

複
数

本
の

食
跡

を
確

認
。

本
調

査
で

03
.0

1に
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
食

跡
１

本
を

確
認

。
ま

た
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

と
思

わ
れ

る
大

型
動

物
の

糞
を

2カ
所

で
確

認
。

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ沖

縄
な

ど
の

N
G

O
に

よ
っ

て
も

98
,9

9,
 0

0,
03

年
に

多
数

食
跡

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
（民

間
ﾍ

ﾘｺ
ﾌ
ﾟﾀ

ｰ
や

ｾ
ｽ
ﾅ

機
、

船
舶

な
ど

に
よ

っ
て

多
数

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

が
目

撃
さ

れ
て

い
る

。
）

14
-
2：

天
仁

屋
ほ

と
ん

ど
海

草
が

出
現

せ
ず

、
わ

ず
か

に
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
見

ら
れ

た
の

み
。

14
-
3：

安
部

ﾘｭ
ｳ

ｷ
ｭｳ

ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
が

優
占

す
る

被
度

成
1
4年

調
査

で
は

が
、

03
.1

1に
ﾗ
ｼ

ﾞｺ
ﾝ

食
跡

が
多

数
確

認
ジ

ュ
ゴ

ン
（妊

娠
個

（9
5
年

））
。

ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ
・ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ
ﾓ

30
～

50
%の

藻
場

。
平

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

ﾍ
ﾘに

よ
る

調
査

で
さ

れ
た

。
（定

置
網

に
体

）が
羅

網
し

て
い

る

14
-1

1,
14

-1
2：

宜
野

座
村

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

が
優

占
す

る
藻

場
で

、
被

度
約

30
%程

度
。

全
般

的
に

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
や

葉
上

へ
の

付
着

が
多

い
。

15
-2

：宜
野

座
漢

那
ビ

ー
チ

主
に

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
優

占
し

、
場

所
に

よ
っ

て
は

ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

。
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

あ
り

。
15

-
3：

伊
芸

全
体

的
に

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞ
ｸ
ﾞｻ

・
ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

が
優

占
し

、
透

明
度

が
高

く
、

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
も

ほ
と

ん
ど

な
い

良
好

な
藻

場
。

15
-4

：屋
嘉

場
所

に
よ

り
優

占
種

が
異

な
る

。
全

域
が

海
草

で
は

な
く

、
ﾎ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾜ

ﾗ
な

ど
の

海
藻

の
隙

間
に

海
草

が
生

育
し

て
い

る
。

南
部

は
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

が
顕

著
。

15
-
5：

石
川

ビ
ー

チ
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
す

る
砂

底
質

の
藻

場
。

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
も

認
め

ら
れ

る
。

1
4-

2
8,

29
,3

0
：谷

茶
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

す
る

被
度

30
～

5
0%

の
海

草
藻

場
。

ﾓ
ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
の

埋
設

が
多

い
。

14
-
31

：万
座

・
瀬

良
垣

根
ビ

ー
チ

万
座

ﾋ
ﾞｰ

ﾁ
東

側
の

藻
場

で
は

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
が

顕
著

。
西

側
で

は
海

草
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

16
-4

：屋
嘉

田

水
深

2m
以

浅
の

浅
い

藻
場

で
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

、
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

ｺ
ｱ

ﾏ
ﾓ

も
岸

側
に

見
ら

れ
る

。
04

年
に

ジ
ュ

ゴ
ン

の
目

撃
情

報
あ

り
。

1
4-

27
：

仲
泊

被
度

2
5～

3
0%

で
岸

よ
り

に
は

ﾓ
ｽ
ﾞｸ

網
の

鉄
筋

が
埋

設
。

14
-
26

：与
久

田
ビ

ー
チ

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞ

ｻ
属

・
ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
が

30
～

40
%

の
被

度
で

優
占

。

14
-
25

：瀬
名

波
・長

浜
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
・ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
30

%
以

下
の

被
度

で
優

占
。

H
14

調
査

H
15

調
査

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
)

対
象

海
草

藻
場

対
象

海
草

藻
場

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
外

)
糞

確
認

地
点

（環
境

省
)

ジ
ュ

ゴ
調

査
又

は
、

ン
進

入
不

可
と

し
て

対
象

外
と

し
た

藻
場

制
限

区
域

で
調

査
不

可

調
査

し
て

い
な

の
結

果
海

草
が

分
布

い
と

判
明

し
た

場
所

色
（青

）つ
き

食
跡

、
糞

の
説

明
枠

は
過

去
に

が
確

認
さ

れ
た

地
点

14
-
4：

大
浦

湾
久

志
ﾎ

ﾞｳ
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ﾓ
・ｳ

ﾐｼ
ﾞｸ

ﾋ
ﾙ

ﾓ
が

優
占

。
ﾞｻ

・ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・ｳ
ﾐ

H
16

調
査

対
象

海
草

藻
場

14
-
0(

予
備

調
査

）及
び

15
、

1
6,

17
年

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
：嘉

陽
食

跡
予

備
調

査
地

で
多

数
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
食

跡
が

確
認

さ
れ

た
。

ま
た

、
平

成
15

年
各

種
調

査
で

も
食

跡
が

確
認

さ
れ

た
。

航
空

機
調

査
で

も
多

数
の

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

を
目

視
確

認
し

て
い

る
。

当
該

海
域

周
辺

で
は

個
体

識
別

さ
れ

た
ジ

ュ
ゴ

ン
（左

尾
鰭

に
切

れ
込

み
あ

り
）が

確
認

さ
れ

、
20

03
～

2
00

6年
ま

で
連

続
し

て
観

察
さ

れ
て

い
る

。

1
4-

1
3,

14
-1

4：
ブ

ル
ー

ビ
ー

チ
西

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
被

度
20

～
40

%の
藻

場
。

枯
死

し
て

い
る

海
草

も
目

立
つ

。

15
-
1：

宜
野

座
村

松
田

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾎ
ﾞｳ

藻
場

。
全

般
的

に
ｼ

ﾙ
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

す
る

ﾄの
堆

積
が

顕
著

。
食

跡
の

確
認

は
な

し
。

14
-5

,6
,7

,8
,9

,1
0,

 1
6-

2：
辺

野
古

、
九

志
全

体
的

に
は

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

や
ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

。
広

い
面

積
の

藻
場

で
あ

る
。

00
.1

2に
防

衛
施

設
庁

が
3カ

所
で

複
数

本
の

食
跡

を
確

認
。

本
調

査
で

03
.0

1に
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
食

跡
１

本
を

確
認

。
ま

た
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

と
思

わ
れ

る
大

型
動

物
の

糞
を

2カ
所

で
確

認
。

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ沖

縄
な

ど
の

N
G

O
に

よ
っ

て
も

98
,9

9,
 0

0,
03

年
に

多
数

食
跡

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
（民

間
ﾍ

ﾘｺ
ﾌ
ﾟﾀ

ｰ
や

ｾ
ｽ
ﾅ

機
、

船
舶

な
ど

に
よ

っ
て

多
数

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

が
目

撃
さ

れ
て

い
る

。
）

14
-
2：

天
仁

屋
ほ

と
ん

ど
海

草
が

出
現

せ
ず

、
わ

ず
か

に
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
見

ら
れ

た
の

み
。

14
-
3：

安
部

ﾘｭ
ｳ

ｷ
ｭｳ

ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
が

優
占

す
る

被
度

成
1
4年

調
査

で
は

が
、

03
.1

1に
ﾗ
ｼ

ﾞｺ
ﾝ

食
跡

が
多

数
確

認
ジ

ュ
ゴ

ン
（妊

娠
個

（9
5
年

））
。

ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ
・ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ
ﾓ

30
～

50
%の

藻
場

。
平

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

ﾍ
ﾘに

よ
る

調
査

で
さ

れ
た

。
（定

置
網

に
体

）が
羅

網
し

て
い

る

14
-1

1,
14

-1
2：

宜
野

座
村

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

が
優

占
す

る
藻

場
で

、
被

度
約

30
%程

度
。

全
般

的
に

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
や

葉
上

へ
の

付
着

が
多

い
。

15
-2

：宜
野

座
漢

那
ビ

ー
チ

主
に

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
優

占
し

、
場

所
に

よ
っ

て
は

ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

。
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

あ
り

。
15

-
3：

伊
芸

全
体

的
に

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞ
ｸ
ﾞｻ

・
ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

が
優

占
し

、
透

明
度

が
高

く
、

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
も

ほ
と

ん
ど

な
い

良
好

な
藻

場
。

15
-4

：屋
嘉

場
所

に
よ

り
優

占
種

が
異

な
る

。
全

域
が

海
草

で
は

な
く

、
ﾎ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾜ

ﾗ
な

ど
の

海
藻

の
隙

間
に

海
草

が
生

育
し

て
い

る
。

南
部

は
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

が
顕

著
。

15
-
5：

石
川

ビ
ー

チ
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
す

る
砂

底
質

の
藻

場
。

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
も

認
め

ら
れ

る
。

1
4-

2
8,

29
,3

0
：谷

茶
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

す
る

被
度

30
～

5
0%

の
海

草
藻

場
。

ﾓ
ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
の

埋
設

が
多

い
。

14
-
31

：万
座

・
瀬

良
垣

根
ビ

ー
チ

万
座

ﾋ
ﾞｰ

ﾁ
東

側
の

藻
場

で
は

ｼ
ﾙ

ﾄの
堆

積
が

顕
著

。
西

側
で

は
海

草
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。

16
-4

：屋
嘉

田

水
深

2m
以

浅
の

浅
い

藻
場

で
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

、
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

ｺ
ｱ

ﾏ
ﾓ

も
岸

側
に

見
ら

れ
る

。
04

年
に

ジ
ュ

ゴ
ン

の
目

撃
情

報
あ

り
。

1
4-

27
：

仲
泊

被
度

2
5～

3
0%

で
岸

よ
り

に
は

ﾓ
ｽ
ﾞｸ

網
の

鉄
筋

が
埋

設
。

14
-
26

：与
久

田
ビ

ー
チ

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞ

ｻ
属

・
ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
が

30
～

40
%

の
被

度
で

優
占

。

14
-
25

：瀬
名

波
・長

浜
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
・ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
30

%
以

下
の

被
度

で
優

占
。

H
14

調
査

H
15

調
査

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
)

対
象

海
草

藻
場

対
象

海
草

藻
場

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
外

)
糞

確
認

地
点

（環
境

省
)

ジ
ュ

ゴ
調

査
又

は
、

ン
進

入
不

可
と

し
て

対
象

外
と

し
た

藻
場

制
限

区
域

で
調

査
不

可

調
査

し
て

い
な

の
結

果
海

草
が

分
布

い
と

判
明

し
た

場
所

色
（青

）つ
き

食
跡

、
糞

の
説

明
枠

は
過

去
に

が
確

認
さ

れ
た

地
点

14
-
4：

大
浦

湾
久

志
ﾎ

ﾞｳ
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ﾓ
・ｳ

ﾐｼ
ﾞｸ

ﾋ
ﾙ

ﾓ
が

優
占

。
ﾞｻ

・ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・ｳ
ﾐ

H
16

調
査

対
象

海
草

藻
場

図
9 

海
草
藻
場
の
調
査
の
概
要
(2
/4
) 

数
字
は
（
調
査
年
度
-調

査
海
域
番
号
）
を
表
す
。
一
覧
は
表

4
を
参
照
。
 



 

 

 

 

1
5
-7

：海
中

道
路

北
側

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
藻

場
で

、
岸

よ
り

と
沖

の
一

部
で

濁
り
に

よ
り
調

査
不

可
。

（
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

研
究

会
が

9
8年

に
食

跡
及

び
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

を
確

認
。

）

15
-8

：平
安

座
島

北
側

調
査

対
象

海
域

全
体

で
海

草
出

現
な

し
。

1
5
-9

：伊
計

島
南

側
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

単
一

図
9 

海
草
藻
場
の
調
査
の
概
要
(3
/4
) 

数
字
は
（
調
査
年
度
-調

査
海
域
番
号
）
を
表
す
。
一
覧
は
表

4
を
参
照
。
 

群
落

が
宮

城
島

側
に

ｼ
ﾙ

ﾄが
堆

積
。

優
占

。

15
-1

0 
宮

城
島

お
よ

び
平

安
座

島
南

側
） ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

1
5-

1
1：

浜
比

嘉
島

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

・
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ

ｳ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
そ

れ
ぞ

れ
各

所
で

優
占

。
ﾓ

ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
が

全
域

に
埋

設
。

15
-
12

：浮
原

浮
原

近
く

の
藻

場
で

は
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
し

、
北

側
で

は
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

、
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｱ
ﾏ

ﾓ
、

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
優

占
。

全
域

で
ﾓ

ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
が

埋
設

。
1
5-

1
3：

海
中

道
路

南
側

広
範

囲
に

海
草

が
分

布
。

水
深

浅
く

、
干

潮
時

に
は

干
出

。
藪

地
島

北
西

部
で

は
濁

り
が

強
く

調
査

不
可

。
1
5-

1
4：

藪
地

島
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾎ
ﾞ

ｳ
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

。
西

側
藻

場
で

は
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

が
顕

著
。

1
5
-1

5：
津

堅
島

北
側

透
明

度
が

高
く

、
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

も
な

し
。

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

全
域

に
ﾓ

ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
が

埋
設

。

1
5-

18
：中

城
村

久
場

先
海

藻
類

が
優

占
し

て
お

り
、

海
草

は
わ

ず
か

に
分

布
。

1
4
-1

5,
1
6
：中

城
浜

漁
港

北
被

度
は

高
い

と
こ

ろ
と

20
%以

下
の

低
い

と
こ

ろ
と

の
差

が
顕

著
。

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞ
ｸ
ﾞｻ

、
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
。

14
-1

7
,1

8
：中

城
村

南
浜

ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・
ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

・ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

属
が

優
占

す
る

被
度

2
0～

3
0%

の
ま

ば
ら

な
藻

場
。

定
置

網
多

し
。

1
5-

20
：知

念
海

洋
レ

ジ
ャ

ー
セ

ン
タ

ー
地

先
調

査
対

象
海

域
全

体
で

海
草

出
現

な
し

。

15
-
21

：知
念

村
志

喜
屋

全
般

的
に

海
草

群
落

が
ﾊ

ﾟｯ
ﾁ

状
に

分
布

し
、

海
草

藻
場

以
外

の
場

所
で

は
ﾎ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾜ

ﾗ
な

ど
の

海
藻

類
が

見
ら

れ
た

。
ﾘｰ

ﾌ
側

の
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
海

草
藻

場
で

、
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
食

跡
が

2本
確

認
さ

れ
た

。

（
マ

リ
ン

タ
ウ

ン
）

埋
め

立
て

ら
れ

、
現

在
藻

場
な

し
。

1
5-

19
：中

城
村

屋
宜

調
査

対
象

海
域

全
体

で
海

草
出

現
な

し
。

15
-
17

：泡
瀬

海
草

は
水

深
3
m

以
浅

に
分

布
。

埋
立

工
事

に
関

連
し

た
立

体
構

造
の

付
近

で
は

透
明

度
が

悪
く

、
調

査
不

可
。

15
-
6：

照
間

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
優

占
す

る
藻

場
で

、
岩

盤
の

場
所

が
多

く
、

海
草

の
出

現
は

そ
れ

ほ
ど

多
く

な
い

。
（ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

研
究

会
が

9
8

年
に

食
跡

及
び

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

を
確

認
。

）

H
14

調
査

対
象

海
草

藻
場

H
15

調
査

対
象

海
草

藻
場

食
跡

確
認

地
点

（
環

境
省

)
食

跡
確

認
地

点
（
環

境
省

外
)

糞
確

認
地

点
（
環

境
省

)

ジ
ュ

ゴ
ン

進
入

不
可

と
し

て
調

査
対

象
外

と
し

た
藻

場
又

は
、

制
限

区
域

で
調

査
不

可

調
査

の
結

果
海

草
が

分
布

し
て

い
な

い
と

判
明

し
た

場
所

色
（
青

）つ
き

の
説

明
枠

は
過

去
に

食
跡

、
糞

が
確

認
さ

れ
た

地
点

H
16

調
査

対
象

海
草

藻
場

1
5
-7

：海
中

道
路

北
側

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
藻

場
で

、
岸

よ
り

と
沖

の
一

部
で

濁
り
に

よ
り
調

査
不

可
。

（
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

研
究

会
が

9
8年

に
食

跡
及

び
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

を
確

認
。

）

15
-8

：平
安

座
島

北
側

調
査

対
象

海
域

全
体

で
海

草
出

現
な

し
。

1
5
-9

：伊
計

島
南

側
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

単
一

群
落

が
宮

城
島

側
に

ｼ
ﾙ

ﾄが
堆

積
。

優
占

。

15
-1

0 
宮

城
島

お
よ

び
平

安
座

島
南

側
） ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

1
5-

1
1：

浜
比

嘉
島

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

・
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ

ｳ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
そ

れ
ぞ

れ
各

所
で

優
占

。
ﾓ

ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
が

全
域

に
埋

設
。

15
-
12

：浮
原

浮
原

近
く

の
藻

場
で

は
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
し

、
北

側
で

は
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

、
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｱ
ﾏ

ﾓ
、

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
優

占
。

全
域

で
ﾓ

ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
が

埋
設

。
1
5-

1
3：

海
中

道
路

南
側

広
範

囲
に

海
草

が
分

布
。

水
深

浅
く

、
干

潮
時

に
は

干
出

。
藪

地
島

北
西

部
で

は
濁

り
が

強
く

調
査

不
可

。
1
5-

1
4：

藪
地

島
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾎ
ﾞ

ｳ
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ﾓ
が

優
占

。
西

側
藻

場
で

は
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

が
顕

著
。

ジ
ュ

ゴ
ン

進
入

不
可

と
し

て
調

査
対

象
外

と
し

た
藻

場
又

は
、

制
限

区
域

で
調

査
不

可

調
査

の
結

果
海

草
が

分
布

し
て

い
な

い
と

判
明

し
た

場
所

色
（
青

）つ
き

の
説

明
枠

は
過

去
に

食
跡

、
糞

が
確

認
さ

れ
た

地
点

1
5
-1

5：
津

堅
島

北
側

透
明

度
が

高
く

、
ｼ

ﾙ
ﾄの

堆
積

も
な

し
。

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

全
域

に
ﾓ

ｽ
ﾞｸ

網
用

の
鉄

筋
が

埋
設

。

1
5-

18
：中

城
村

久
場

先
海

藻
類

が
優

占
し

て
お

り
、

海
草

は
わ

ず
か

に
分

布
。

1
4
-1

5,
1
6
：中

城
浜

漁
港

北
被

度
は

高
い

と
こ

ろ
と

20
%以

下
の

低
い

と
こ

ろ
と

の
差

が
顕

著
。

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞ
ｸ
ﾞｻ

、
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
優

占
。

14
-1

7
,1

8
：中

城
村

南
浜

ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・
ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

・ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

属
が

優
占

す
る

被
度

2
0～

3
0%

の
ま

ば
ら

な
藻

場
。

定
置

網
多

し
。

1
5-

20
：知

念
海

洋
レ

ジ
ャ

ー
セ

ン
タ

ー
地

先
調

査
対

象
海

域
全

体
で

海
草

出
現

な
し

。

15
-
21

：知
念

村
志

喜
屋

全
般

的
に

海
草

群
落

が
ﾊ

ﾟｯ
ﾁ

状
に

分
布

し
、

海
草

藻
場

以
外

の
場

所
で

は
ﾎ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾜ

ﾗ
な

ど
の

海
藻

類
が

見
ら

れ
た

。
ﾘｰ

ﾌ
側

の
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
海

草
藻

場
で

、
ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

の
食

跡
が

2本
確

認
さ

れ
た

。

（
マ

リ
ン

タ
ウ

ン
）

埋
め

立
て

ら
れ

、
現

在
藻

場
な

し
。

1
5-

19
：中

城
村

屋
宜

調
査

対
象

海
域

全
体

で
海

草
出

現
な

し
。

15
-
17

：泡
瀬

海
草

は
水

深
3
m

以
浅

に
分

布
。

埋
立

工
事

に
関

連
し

た
立

体
構

造
の

付
近

で
は

透
明

度
が

悪
く

、
調

査
不

可
。

15
-
6：

照
間

ﾏ
ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

が
優

占
す

る
藻

場
で

、
岩

盤
の

場
所

が
多

く
、

海
草

の
出

現
は

そ
れ

ほ
ど

多
く

な
い

。
（ｼ

ﾞｭ
ｺ
ﾞﾝ

研
究

会
が

9
8

年
に

食
跡

及
び

ｼ
ﾞｭ

ｺ
ﾞﾝ

を
確

認
。

）

H
14

調
査

対
象

海
草

藻
場

H
15

調
査

対
象

海
草

藻
場

食
跡

確
認

地
点

（
環

境
省

)

H
16

調
査

対
象

海
草

藻
場

食
跡

確
認

地
点

（
環

境
省

外
)

糞
確

認
地

点
（
環

境
省

)

 24



 

図
9 

海
草
藻
場
の
調
査
の
概
要
(4
/4
) 

H
14

調
査

対
象

海
草

藻
場

H
15

調
査

対
象

海
草

藻
場

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
)

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
外

)

糞
確

認
地

点
（
環

境
省

)

ジ
ュ

ゴ
ン

進
入

不
可

と
し

て
調

査
対

象
外

と
し

た
藻

場
又

は
、

制
限

区
域

で
調

査
不

可

調
査

の
結

果
海

草
が

分
布

し
て

い
な

い
と

判
明

し
た

場
所

14
-2

3
,2

4：
キ

ャ
ン

プ
キ

ン
ザ

ー
地

先
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・
ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
な

ど
が

出
現

。
被

度
は

低
く

、
20

～
50

%
。

南
の

藻
場

は
海

草
で

は
な

く
、

ｱ
ｵ

ｻ
が

分
布

。

ニ
ラ

イ
ビ

ー
チ

波
平

米
軍

ト
リ

イ
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

空
寿

崎
：

リ
ー

フ
入

り
口

(1
4-

23
,2

4
)

を
調

査
し

た
た

め
、

ﾘｰ
ﾌ
内

奥
に

位
置

す
る

場
所

は
未

調
査

。

1
6-

3：
那

覇
空

港
周

辺
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

や
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

北
西

側
の

水
深

1m
程

度
の

場
所

に

は
ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
が

分
布

。
中

央
部

は
干

潮
時

に
は

干
出

す
る

。
15

-2
3
：与

根
北

部
と

南
部

の
藻

場
分

布
と

判
読

さ
れ

た
場

所
の

そ
れ

ぞ
れ

の
中

央
部

に
わ

ず
か

に
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
生

育
。

そ
れ

以
外

は
岩

盤
上

に
海

藻
類

が
繁

茂
。

ｱ
ﾝ

ﾌ
ﾞｼ

（建
て

干
し

網
）が

設
置

さ
れ

て
い

た
。

14
-
22

：潮
崎

町
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・ﾘ

ｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・
ﾎ
ﾞ

ｳ
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ﾓ
・
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
20

～
40

%
の

被
度

で
出

現
。

ｻ
ﾝ
ｺ
ﾞ類

が
同

所
で

出
現

14
-2

1：
名

城
ビ

ー
チ

北
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・ﾘ

ｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・

ﾎ
ﾞｳ

ﾊ
ﾞｱ

ﾏ
ﾓ

が
20

～
40

%の
被

度
で

優
占

。

14
-2

0：
名

城
ビ

ー
チ

伊
江

島

1
5-

26
：伊

江
島

南
全

体
的

に
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

西
崎

漁
港

付
近

で
は

シ
ル

ト
が

堆
積

。

15
-2

7：
伊

江
島

東
側

東
側

の
藻

場
で

は
海

草
の

分
布

は
な

し
。

南
側

の
藻

場
で

は
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

15
-2

6
：伊

江
島

南
全

体
的

に
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

西
崎

漁
港

付
近

で
は

シ
ル

ト
が

堆
積

。

H
16

調
査

対
象

海
草

藻
場

14
-2 ﾘｭ

ﾏ
ﾓ

・
ﾊ

ﾞｱ
ﾏ

ｻ
・

の
被

類
が

数
字
は
（
調
査
年
度
-調

査
海
域
番
号
）
を
表
す
。
一
覧
は
表

4
を
参
照
。
 

ﾘｭ
ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
す

る
被

度
30

%ほ
ど

の
広

い
パ

ッ
チ

の
藻

場
。

全
域

で
ﾅ

ｶ
ﾞｳ

ﾆ
類

が
多

く
出

現
。

1
4-

19
 喜

屋
武

漁
港

南
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾏ

ﾓ
・ｳ

ﾐｼ
ﾞｸ

ﾞｻ
が

3
0%

ほ
ど

の
被

度
で

優
占

。
底

や
葉

上
に

ｼ
ﾙ

ﾄが
堆

積
。

砂
質

底
で

あ
る

が
、

一
部

に
岩

盤
。

2：
潮

崎
町

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・ﾍ
ﾞﾆ

ｱ
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・
ﾎ
ﾞｳ

ﾓ
・ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞ

ｳ
ﾐﾋ

ﾙ
ﾓ

が
20

～
4
0%

度
で

出
現

。
ｻ

ﾝ
ｺ
ﾞ

同
所

で
出

現

H
14

調
査

対
象

海
草

藻
場

H
15

調
査

対
象

海
草

藻
場

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
)

食
跡

確
認

地
点

（環
境

省
外

)

糞
確

認
地

点
（
環

境
省

)

ジ
ュ

ゴ
ン

進
入

不
可

と
し

て
調

査
対

象
外

と
し

た
藻

場
又

は
、

制
限

区
域

で
調

査
不

可

調
査

の
結

果
海

草
が

分
布

し
て

い
な

い
と

判
明

し
た

場
所

14
-2

3
,2

4：
キ

ャ
ン

プ
キ

ン
ザ

ー
地

先
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

・
ﾍ

ﾞﾆ
ｱ
ﾏ

ﾓ
・
ｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

・ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
な

ど
が

出
現

。
被

度
は

低
く

、
20

～
50

%
。

南
の

藻
場

は
海

草
で

は
な

く
、

ｱ
ｵ

ｻ
が

分
布

。

ニ
ラ

イ
ビ

ー
チ

波
平

米
軍

ト
リ

イ
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

空
寿

崎
：

リ
ー

フ
入

り
口

(1
4-

23
,2

4
)

を
調

査
し

た
た

め
、

ﾘｰ
ﾌ
内

奥
に

位
置

す
る

場
所

は
未

調
査

。

1
6-

3：
那

覇
空

港
周

辺
ﾏ

ﾂ
ﾊ

ﾞｳ
ﾐｼ

ﾞｸ
ﾞｻ

や
ﾘｭ

ｳ
ｷ
ｭ
ｳ
ｽ
ｶ
ﾞﾓ

が
優

占
。

北
西

側
の

水
深

1m
程

度
の

場
所

に

は
ｺ
ｱ
ﾏ

ﾓ
が

分
布

。
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３）深場の海草藻場の分布とジュゴンの餌場としての利用可能性について 
 
オーストラリアではジュゴンの食跡が水深33ｍの場所で確認されている（Lee Long et al.,1996）。

沖縄本島周辺海域でもどれくらいの深さまでジュゴンが潜水し、海草を食べているのか、また、ジュ

ゴンが利用できるほどの海草藻場が深場に存在するのかを確かめることは重要と考えられる。しかし、

沖縄本島沿岸の深場（水深15m以深）の海草藻場における海草の分布（被度）やジュゴンの利用状況

に関してはほとんど資料がない。このためビデオカメラシステムの曳航調査（カメラ機材をソリ状の

曳航台の上に設置し曳航しながら、船上モニターで確認する。）による深場の海草藻場の調査をおこな

った。 

その結果、水深20～30mまでの深さであっても、内湾で、底質が砂質やシルト質であるという環境

が整った場所であれば、被度5%未満の低い被度ではあるが、海草の分布が確認された。それらの海草

分布が確認された地点のうち、最も海草被度が高かった名護湾（水深 18m）の海草現存量は乾燥重量

で1.82g.dw/㎡であった。浅場の海草の地上部の現存量（ウミショウブを除く）が45～305g.dw/㎡、

地下部で150～1426 g.dw/㎡（当真,1993）であることと比較すると、深場の海草藻場の現存量は非常

に少量であり、たとえ海草が生育していても、ジュゴンが深くまで潜水して摂餌するには非効率的で

あると判断された。 
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４）ジュゴンの海草藻場利用状況について 

 平成 13 年～15 年までの食跡調査で、古宇利島南東部の藻場や名護市嘉陽地先の海草藻場で多くの

ジュゴンによる食跡が確認された。これらの海草藻場をジュゴンがどれくらいの頻度で利用している

のかを確認するため、平成16、17年度に、マンタ法による食跡モニタリング調査を行った。古宇利島

南部の藻場については約 54ha、嘉陽地先の藻場については約 31ha を定期的に観察し、新たに見つけ

た食跡数等を記録した (古宇利島南部では平成 17 年度の夏期調査は行っていない) 。なお、平成 16

年度は1～2月の間に、5～6日おきに1回の間隔を基本として調査し、平成17年は夏、秋、冬の季節

ごとに1回ずつ調査した。ただし、嘉陽地先における平成17年の7月、8月の調査については西側中

央部（図 11 の破線内約 2.7ha）の限られた範囲のみを平成 16 年度と同様の間隔でモニタリングし

た。これらのモニタリング間隔及びその結果を図10に示す。 

 

2005年7月 2005年11月 2006年1月 2006年2月 2006年3月2005年12月2005年8月

平成17年度モニタリング調査

 

 

 

 

 

確認食跡数

食跡なし

10本以下

１１～40本

41～７０本

71～100本

100本以上

嘉陽東側

嘉陽西側

平成16年度モニタリング調査

2005年3月2005年1月 2005年2月

古宇利島南部

嘉陽海域

調査海域 2004年12月

 

 

 

 

 

 

 

図10 食跡モニタリング調査のスケジュール及び結果 
（各海域左から第1回、2回・・・とする。また、食跡の分布状況を図11～14に示す） 

 

平成 16 年度の食跡モニタリング調査の結果、調査対象とした海草藻場には調査期間中は高い

頻度でジュゴンが来訪し、海草を食べていることが確認された（図 11、12、13、14）。しかしな

がら、場所によっては、5～6日おきの調査では新たな食跡が確認されない場合もあったことから、

ジュゴンは毎回同一藻場を利用しているわけではなく、海域や海草藻場を変えながら利用してい

る可能性が示唆された。また、ジュゴンは同一藻場内でも場所を変えて海草を食べていると判断

された。 

食跡モニタリング調査でもっともコンスタントに多くの食跡が確認された嘉陽西側藻場を例

にとってジュゴンによる海草藻場の被食面積を算出した結果、当該藻場における一日当たりの被

食面積は 5.1～24.2m2と算出された。ただし、この値は何頭のジュゴンによる摂餌結果であるか
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は不明であり、また当該藻場以外の藻場で摂餌している可能性もあることから、一頭のジュゴン

が一日に利用する海草藻場の面積を表しているものではない。一方、この被食面積を当真（1993）

の単位面積あたりの海草の湿重量に置き換えて換算すると約 5.1～31.5kgと推定することができ

る。この上限値は鳥羽水族館の飼育個体1頭が一日に摂餌する海草の量（30kg）に近いものであ

った。 

平成 17 年度の食跡モニタリング調査の結果、夏期にジュゴンが当該藻場を定期的に来訪して

いることが示唆された。また秋期と冬期には計100本以上の食跡がそれぞれ確認された。このこ

とから、秋期・冬期もジュゴンが嘉陽地先の海草藻場を主な餌場として利用していることが示唆

された。また、春期には本調査による確認は行われていないものの、嘉陽地先の海草藻場につい

ては、他の調査結果やNGO などによる調査で、春期もジュゴンが藻場を利用していることが確か

められており、当該藻場が季節を問わずジュゴンに利用されている可能性が高い。 

古宇利島については、夏期・秋期には調査を行っていないが、冬期の調査では多くの食跡が確

認され、平成 15 年度、16 年度同様ジュゴンが来訪し、海草藻場を餌場として利用していること

がわかった。ただし、新たな食跡がまったく確認されなかった場合もあることから、古宇利島南

東部以外の海草藻場をジュゴンが餌場として利用している可能性があることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図11 平成16年度に嘉陽地先海域で実施した食跡モニタリング調査結果(食跡分布状況)。 
（調査時期は東側藻場と西側藻場では異なるため図10を参照：各海域左から第1回調査、2回・・・とする）

■：海草、 ■：アオサ、 ■：小型藻類、   ：調査範囲 

●：第 1 回調査時確認食跡 
●：第 2 回調査時確認食跡 
●：第 3 回調査時確認食跡 
●：第 4 回調査時確認食跡 
：第 5 回調査時確認食跡 

●：第 6 回調査時確認食跡 
嘉陽東側藻場 

嘉陽西側藻場 

●
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●：第 1 回調査時確認食跡 
●：第 2 回調査時確認食跡 
●：第 3 回調査時確認食跡 
●：第 4 回調査 (食跡なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：第 5 回調査時確認食跡 
●：第 6 回調査時確認食跡 
●：第 7 回調査時確認食跡 
●：第 8 回調査時確認食跡 

図12 平成17年度に嘉陽地先海域で実施した食跡モニタリング調査結果(食跡分布状況)。 

（調査時期は東側藻場と西側藻場では異なるため図10を参照：各海域左から第1回調査、2回・・・とする）

■：海草、 ■：アオサ、 類、    ：夏期調査範囲、 ：冬季調査範囲 

嘉陽東側藻場 

嘉陽西側藻場 

■：小型藻
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■：海草、 ■：判別不能、 

 ●：第 1 回調査時確認食跡 
●：第 2 回調査時確認食跡 
●：第 3 回調査 (食跡なし) 
●：第 4 回調査 (食跡なし) 
：第 5 回調査 (食跡なし) 

●：第 6 回調査時確認食跡 

 

 
●

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■：小型藻類、    ：調査範囲

図13 平成16年度に古宇利島南部海域で実施した食跡モニタリング調査結果。 

（調査時期は図10を参照：各海域左から第1回調査、2回調査・・・とする） 
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●：第 1 回調査時確認食跡 
●：第 2 回調査（食跡なし） 

■：海草、 ■：判別不能、 小型藻類、    :調査範囲 ■：

図14 平成17年度に古宇利島南部海域で実施した食跡モニタリング調査結果。 

（調査時期は図10を参照：各海域左から第1回調査、2回調査・・・とする） 



３．ジュゴンの食性・生態等に関する知見の収集 

 

世界で 4科 12 属 60 種の既知種の海草のうち、ジュゴンは 4科 9属 18 種を摂餌していることが報

告されている（Heisohn and Birch,1972; Marsh et al.,1982）。琉球列島周辺には、これら18種のう

ち、3科7属10種が生育すると報告されており（当真,1999）、そのうち、7種（ベニアマモ、リュウ

キュウアマモ、マツバウミジグサ、ウミジグサ、ボウバアマモ、ウミヒルモ、リュウキュウスガモ）

をジュゴンが摂餌していることが、胃内容物の調査から確認された（明田,2003a；環境省,2002; 2003）

（表6）。これまでの調査でコアマモやヒメウミヒルモは、沖縄本島周辺の海域では分布が狭い範囲に

限られていることや、ウミショウブについては、その生育が西表島、石垣島及び波照間島に限られる

ため、胃内容物から確認されていない可能性がある。 

 

表6 琉球列島に生育する海草とジュゴンによる摂餌が確認された海草 

科名 種名 和名 生育する種a 摂餌が確認された種b

Potamogetonaceae c Cymodocea rotundata ﾍﾞﾆｱﾏﾓ ● ● 

 C. serrulata ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ ● ● 

 Halodule pinifolia ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ ● ● 

 H. uninervis ｳﾐｼﾞｸﾞｻ ● ● 

 Syringodium isoetifolium ﾎﾞｳﾊﾞｱﾏﾓ ● ● 

Hydrocharitaceae Enhalus acoroides ｳﾐｼｮｳﾌﾞ ●  

 Halophila decipiens ﾋﾒｳﾐﾋﾙﾓ ●  

 H. ovalis ｳﾐﾋﾙﾓ ● ● 

 Thalassia hemprichii ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ ● ● 

Zosteraceae Zostera japonica ｺｱﾏﾓ ●  

a：当真(1999)、b：明田(2003a)、c：環境省発行のレッドデータブックの分類に従ってPotamogetonaceae（ヒルムシロ
科）とした。 

 

沖縄に生息するジュゴンの胃内容物については、明田(2003a)を含め、これまで沖縄本島にて定置網

に羅網又は死体が漂着したジュゴン（表7）のうち、8個体（環境省調査個体は茶色、明田（2003a）

調査個体は緑色で示した）について調査が行われた。ただし、環境省の調査で行ったNo.8については

空胃であり、また、No.15 については幼獣であったことから胃内容物が非常に少なかったため、分析

することが困難であった。また、No.20 の熊本県牛深市にて死体漂着した個体については、胃内容物

のほとんどが海藻類で占められており、特殊なケースであると考えられるため、比較検討には含めな

かった。そのため、本調査では、明田(2003a)で調査した4個体（No.10,13,17,18）と環境省（2003）

で行った1個体（No.12）を食性調査の比較検討の対象とした（表7、図15,16）。 
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表7 沖縄県及び熊本県で保護、回収されたジュゴンの記録 

No. 捕獲日 捕獲地 性
体長 
(cm) 

体重 
(kg) 

発見状態 サンプル

1 1965/10/25 池間島・東海岸 M   203 約349 刺網羅網 × 

2 1967 (1968)a 伊良部島・佐良浜 M 約260 約300 不 × 

3 1979/ 1/18 沖縄島・名護市・嘉陽 F   159    95 刺網羅網 × 

4 1982/ 3/27 沖縄島・宜野座村・漢那 M   251   267 死体漂着 × 

5 1984/ 4/24 沖縄島・具志川市・金武湾 M   262 － 死体漂着 ？ 

6 1988/ 1/ 4 沖縄島・佐敷町・富祖崎 F   251   290 死体漂着 × 

7 1988/ 1/14 沖縄島・宜野座村・漢那古知谷 M   187   146 死体漂着 ▲ 

8 1990/ 5/16 沖縄島・名護市・嘉陽 M   117    39 刺網羅網 ● 

9 1992/ 5/ 9 沖縄島・金武町 M   200   173 定置網・保護 × 

10 1992/ 5/ 9 沖縄島・金武町 F   266   374 定置網・死亡 ● 

11 1993/12/ 4 沖縄島・金武町 M   196 － 定置網・放流 × 

12 1995/12/28 沖縄島・名護市・安部 F   296   560 定置網・死亡 ● 

13 1996/ 1/15 沖縄島・今帰仁村・古宇利島 M 約300 － 定置網・死亡 ● 

14 1997/ 1/22 沖縄島・宜野座村・漢那 M   267 － 定置網・放流 × 

15 1998/11/13 沖縄島・与那城村・平安座島 M   110    31.7 刺網羅網 ● 

16 1999/ 4/ 1 沖縄島・東村 － 約300 － 死体漂着 × 

17 2000/ 4/ 5 沖縄島・宜野座村・慶渡茂原 M   266   190 死体漂着 ● 

18 2000/ 8/27 沖縄島・本部町・瀬底島沖 F   298   395 死体漂着 ● 

19 2000/11/13 沖縄島・宜野座村・漢那 F   218   243 定置網・死亡 ？ 

20 2002/10/ 9 熊本県・牛深市 M   230   158 死体漂着 ● 

21 2004/4/26 沖縄島・読谷村比謝川定置網 不 200-300   不 定置網・放流 × 

内田詮三氏所有資料(2001/12/1)を改変。a：1967 年もしくは 1968 年に捕獲（詳細年月日は不明）、×：サンプルなし、

●：分析済み、▲：サンプル使用不可、不：不明。網掛は既に胃内容物調査を終了したもの。No,8,12,15,20 は環境省

調査で、No.10,13,17,18は明田（2003a）で調査した個体。 

 

明田(2003a)に従い、5個体のジュゴンの胃内容物中の海草を属ごとに各部位（葉部、地下茎・根部）

に分け、その乾燥重量を求めた。部位毎の割合（図15）から、沖縄本島周辺のジュゴンがオーストラ

リアやインドネシアなどで研究された事例（Marsh et al,1982; Erftemeijer P. et al,1993; Lawlar 

I. and J. Andre, 2000）と同様に、海草の葉部、地下茎・根部とも摂餌していることがわかる。多少

の個体差はあるものの、重量比胃内容物の95.5％が海草であり、そのうち、52.2％が葉部、43.2％が

地下茎・根部であった。海草種及び摂餌部位の摂餌選択性については、分析したサンプル数が非常に

少なく、その傾向を把握することは困難であるが、少なくとも本調査では顕著な傾向は見いだされな

かった（図16）。 

また、平成14・15年度の食跡調査により摂餌が確認された海草藻場の優占種（表8）からジュゴン
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の海草種による摂餌選択性を検討したが、明らかな選択性が伺えるような傾向は見受けられなかった。 
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No.12以外のデータは明田（2003a）より改変。番号は表5を参照。 
図15 胃内容物の海草部位別構成（乾燥重量比％）の個体比較 
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図 16 胃内容物の海草葉部の種構成（乾燥重量比％）の個体比較 

No.12以外のデータは明田（2003a）より改変。番号は表5を参照。 
 

 

        

一海域に限定して詳細にジュゴンの摂餌選択性を検討した海草群落構造調査（平成14・15年度実施）

においても、摂餌選択性は認められなかった。この理由として沖縄本島の海草藻場は、オーストラリ

アやタイで報告されているような単一群落ではなく、多くの海草種が生育する混生群落が多く、ジュ

ゴンが特定の種を選んで摂餌することは物理的に困難なためだと思われる。そのためジュゴンはその

各藻場において利用可能な海草を、非選択的に摂餌していると考えられる。ジュゴンは主に5m以浅の

海草藻場で、海草の地下茎ごと掘り起こし、摂餌すると言われている（明田・河村,2001）。しかしな

がら、海草の種によっては非常に強健な地下茎を持ち、堅い砂礫底などの場所に地下茎が深く伸長す

るため、ジュゴンが地下茎ごと摂餌できないものもある。ウミショウブ
∗12

やリュウキュウスガモはそ

のような種の一例で、地下茎を摂餌しにくい（明田・河村,2001）。また、ウミジグサ、リュウキュウ

                                                  
∗12 沖縄本島には生育していないが、インドネシアには生育し、ジュゴンに摂餌されている (Erftimeijer et al., 1993)。 
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アマモ、ウミショウブ、ボウバアマモ、ウミヒルモ及びヒメウミヒルモの栄養成分は、その部位によ

って異なり、単位重量当りのカロリー値は地下茎の方が葉部よりも高い（Birch,1975）。そのため、ジ

ュゴンはウミヒルモなどの繊維質が少なく、栄養価（窒素含有量）が高い種を地下茎ごと好んで摂餌

すると考える研究者も多い（Lanyon,1991; Preen,1993； Aragones,1994）。また、ジュゴンは比較的

海草の被度が粗で地下茎が利用しやすい群落を好むともいわれている（Preen, 1995a）。本調査におけ

る海草群落構造調査の結果、ジュゴンの食跡のほとんどが被度 60%以下の比較的粗な海草群落に分布

していたことも、この見解を支持している。一方、Marsh et al.(1982) 及びErftemeijer et al.(1993)

は、ジュゴンは生息域内で得ることのできる海草を非選択的に摂餌しており、特定の海草に対する選

択性はないとしており、ジュゴンによる海草種の選択性については研究者により見解が分かれるとこ

ろである。 

なお、ウミヒルモ属については、本調査でいうウミヒルモには数種が含まれている可能性があるが

調査開始時点では右の事実が明確になっておらず、すべてウミヒルモとして取り扱った。 

 

表8 食跡直近の海草優占種 

日時  場所１ 本数 優占種 

平成14年度    

 2002/8/5 嘉陽 24 リュウキュウスガモ、ボウバアマモ 

 2003/1/31 辺野古  1 ＊ リュウキュウスガモ 

 2003/2/1 辺野古  1 ＊ リュウキュウスガモ 

 2003/2/3 辺野古 1 ボウバアマモ、マツバウミジグサ 

平成15年度    

 2003/8/13-14 屋我地島 4 ボウバアマモ、リュウキュウスガモ 

 2003/9/4-14 古宇利島 139 ウミジグサ、ボウバアマモ、ウミヒルモ、マツバウミジグサ

 2003/9/30-10/3 嘉陽 66 ボウバアマモ、リュウキュウスガモ、ウミジグサ 

 2003/11/13～20 嘉陽 50以上 リュウキュウスガモ、ベニアマモ 

 2003/11/20 安部 5-6？ ボウバアマモ 

 2003/11/27 南城市知念志喜屋 2 ウミジグサ、ボウバアマモ、リュウキュウスガモ 

 2004/3/21 古宇利島 129 マツバウミジグサ、ウミジグサ、ウミヒルモ、 

 1：詳細は表3参照、＊：大型動物の糞。 
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４．ジュゴンの遺伝的特性 

 

広い生息範囲を有する生物の個体群動態及び各個体群間の関係を調べる場合、対象生物の遺伝情報

を利用した集団解析が有効な方法の1つとして用いられている。ジュゴンのDNAは骨標本からも抽出

可能であることを平成13年度の本調査で確認し、平成14・15年度は琉球列島各地の遺跡から発掘さ

れた試料及び東南アジアからオーストラリア海域で採集されたジュゴンの骨標本、乾燥組織標本、糞

及び死体標本を試料に用いて、DNA分析を行った。 

平成14年は18サンプル、平成15年は11サンプルを分析し、ミトコンドリアDNA(mtDNA)の塩基対

の決定を行った。この結果とTikel et al.(1996)、Arnason et al.(2001)の報告しているジュゴンmtDNA

の同一領域との比較を行ったところ、35 個体 155 塩基対中 20 箇所の塩基置換が検出された。これら

置換箇所のうち、6 箇所（6、17、20、24、27、43 番目。すべてトランジション
∗13

）は沖縄とフィリ

ピンの個体間で特徴的な置換パターンを示した。 

各標本から得られた塩基配列からSaitou and Nei(1987)の近隣結合法
∗14

（Neighbor Joining 

method; NJ法）を用い、分子系統樹を作成した（図 17）。系統樹の確からしさを検定するブートスト

ラップ は 1000 回
∗15

の試行をおこなった。各クラスターの分岐におけるブートストラップ値は、オー

ストラリア個体（A）とその他の海域の個体（B～F）の分岐点においては100%（1000/1000）と高い値

を示したが、それ以外のクラスターの分岐点におけるブートストラップ値は 11～78%と著しい差があ

った。各クラスター内においても、それぞれの個体間のブートストラップ値は 14～97%と大きな差が

見られた。 

そのため、分子系統樹上では、1）オーストラリアの個体からなるクラスター（A）がまず他の個体

から分岐し、次に2）タイ・アンダマン海、パラオ産
∗16

個体とトウバル遺跡の個体からなるクラスタ

ー(B)が分岐した。その後、3）沖縄の2個体と台湾及びフィリピンの個体のクラスター(C)、4）スラ

ヴェシとタイ・アンダマン海及びシャム湾、パラオの個体によるクラスター(G)、5）フィリピン、タ

イ・シャム湾個体のクラスター(D)、6）フィリピンと沖縄の個体から形成されるクラスター(E)、(F)

の計 7 つに分岐したが（図 17）、ブートストラップ値を考慮すると、クラスター(C)～(G)の分岐は、

クラスター(A)、(B)と比べて明確ではない。 

今回の遺伝的差異解析結果は、沖縄近海に生息する個体群とフィリピン近海に生息する個体群には、

生息域によって分かれているいくつかの小さな母系集団、あるいは比較的遺伝的多型性に富む母系集

団が存在し、両個体群は若干の相違はあるものの、同様もしくは同じ塩基配列の組成を持った非常に 

 

                                                  
∗13 T (thymine；チミン）、C（cytosine；シトシン）はピリミジンと呼ばれ、 A（adenine；アデニン）、G（guanine；グアニン）はプリンと

呼ばれている。 TからCもしくはCからTへのピリミジン同士、AからGもしくはGからAへのプリン同士の置換をトランジションという。 
∗14 無根系統樹において、それぞれの個体情報で最も相似（近隣）なもの同士を接合してゆくことで、系統樹を作成する方法。 
∗15 得られた系統樹の確からしさを検定する方法で、データを無作為に抽出し、同じ形の系統樹（分岐）がどのくらいの割合で得られるかを

表す。得られた値が高いほど得られた系統樹の信頼度が高い。 
∗16 パラオ産の試料といわれているが、不確かなものがある。 
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図 17 ミトコンドリアDNA・Dループの一部配列によるジュゴン各地域個体群の分子系統樹 

青、赤：フィリピン、沖縄個体の塩基配列の比較で特徴的な置換を表していると考えられる個体、各

分岐点における数字：ブートストラップ値
∗17

。AF04157-AF04160：アメリカマナティ（Garcia-Rodriguez 

et al.,1998）、“セレナ”、“じゅんいち”：フィリピンにて捕獲され、鳥羽水族館で飼育されている雌

雄個体。系統樹の横方向の枝の長さは塩基置換の割合を示す。 

 

近縁か同一の母系集団を共有している可能性を示唆した。すなわち、沖縄とフィリピンそれぞれに生

息している個体が、それらの海域間を往来している可能性を示唆している。 

                                                  
∗17 1000回行った無作為検定の内、同じ形の系統樹（分岐）得られた回数を表す。得られた値が高いほど得られた系統樹の信頼度が高い。 
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また、タイ・シャム湾沿岸の3個体とフィリピン13、15 の塩基配列は、全て同じであった。これ

はシャム湾に生息する個体とフィリピン近海に生息する個体において、非常に近縁か、同一の母系集

団が存在する可能性を示唆している。 

本調査では、沖縄個体とフィリピン個体が近縁な祖先に由来することが示唆された。しかし、この

ことは沖縄個体群の系統を示してはいるが、必ずしも最近の個体の交流を物語るものではない。また、

フィリピン近海のジュゴンの移入が現在も続いているのか、あるいは過去の分散の結果なのかを検討

するため、ジュゴンの試料の年代ごとに、詳細に検討していくことも今後の課題と思われる。 

ミトコンドリアDNAは、骨格標本や排泄物からも比較的容易に抽出が可能であるが、母系の系統関係

しか推定できないことや、個体間の差異がきわめて小さい場合には、それら個体間の関係を明確に示

すことが難しいといった限界がある。今後、本調査では成功しなかったジュゴンの糞などを試料とし

たミトコンドリアDNAの採集・分析技術の検討が課題である。 

一方、核DNAには、ミトコンドリアDNAよりもさらに詳細な個体の違い（個体識別が可能なマイクロ

サテライト領域）も含まれており、個体間の関係を把握するためには有効である。核DNAは、骨標本か

らの抽出は困難であるが、保存状態の良好な組織サンプルや糞サンプルからは抽出可能であることが

報告されていることから（Vandenberg and van Oorschot,2002）、今後、さらに多くの沖縄産個体とフ

ィリピン産個体の核DNAも含めた遺伝子解析を進めることで、より詳細な両海域間あるいは同海域内に

おける遺伝的差異の推定が可能になると考えられる。 
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